
農
耕
儀
礼
と
動
物

の
血

(下
)

『播
磨

国
風
土
記
』

の
記
述

と
そ

の
引
用
を

め
ぐ

っ
て

長

田

俊

樹

農耕儀礼と動物の血(下)

目
次

一

は
じ
め
に

二

『播
磨
国
風
土
記
』
讃
容
郡
の
條
、

お
よ
び
賀
毛
郡
雲
潤
里

の
條

の

一
節

三

ネ
フ
ス
キ
i

・
折
口
信
夫

・
中
山
太
郎

四

国
文
学

・
国
文
学
史
上
の
あ

つ
か

い

五

古
代
民
俗
資
料
と
し
て
の

『播
磨
国
風
土
記
』
と
儀
礼
的
狩
猟
ー
民
俗
学

と
民
族
学

六

史
料
と
し
て
の

『播
磨
国
風
土
記
』

1
日
本
史
と
考
古
学

七

神
話
と
し
て
の

『播
磨
国
風
土
記
』

ー
比
較
神
話
学

八

「鹿

の
血
、
宍

の
血
」
の
解
釈

(以
上
、
第
二
〇
集
)

九

『播
磨
国
風
土
記
』
原
文

の
引
用
と
先
行
研
究

の
引
用

(以
下
、
二

一
集
)

一
〇

こ
れ
ま
で
の
ま
と
め

一
一

筆
者

の
立
場
と
こ
ん
こ

の
課
題

一
二

お
わ
り
に

参
考
文
献

九

『播
磨
国
風
土
記
』
原
文

の
引
用
と
先
行
研
究

の
引
用

『播
磨
国
風
土
記
』
が
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
き

た
の
か
。
時
代
を
お

っ

て
、

テ
ー

マ
ご
と
に
み
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
論
文
だ

け
が
、
『播
磨
国
風
土
記
』

の
讃
容
郡

の
條
や
賀
毛
郡
雲
潤
里

の
條
に
言
及
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
が
把
握

で
き
た
論
文
を
と
り
あ
げ

て
、

『播
磨
国
風
土
記
』
の
原
文

の
引
用
の
有
無

や
先
行
研
究

の
有
無
を

一
覧
表

に

し
て
み
た
い
。
そ
の
一
覧
表
に
よ

っ
て
、
筆
者
が

の
べ
て
き
た
引
用
の
経
過
が

的
を
射
た
も
の
な
の
か
、
明
白
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
あ
げ
た
論
文
の
う
ち
、
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同

一
著
者
に
よ
る
論
文
も
お
お
く
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
変
更
な
く
転
載
し
た
も

の
以
外
は
す

べ
て
あ
げ
た
。
お
な
じ
著
者

の
ど
の
論
文
が
問
題

の
引
用
部
分
を

い
ち
ぽ
ん
さ
い
し

ょ
に
言
及
し
た
の
か
。

す
べ
て
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

風
土
記
関
係

の
文
献
目
録
に
つ
い
て
は
植
垣

(
一
九
七
二
)
や
古
事
記
学
会
編

(
一
九
八
六

・
一
九
九
二
)、
そ
し
て
櫃
本
編

(
一
九
九
五
)
な
ど
で
検
索

し
、
か

な
り

の
文
献
を
あ

つ
め
た

つ
も
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
文
献
目
録

に

は
、
筆
者
が

い
ち
ぽ
ん
重
要
視
す
る
ネ

フ
ス
キ
ー
の
論
文
は
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
第
五
章
で
の
べ
た

「儀
礼
的
狩
猟
」

に
つ
ら
な
る

コ
ン
テ
キ
ス
ト

で
登
場
し
た
本
や
論
文
も
こ
れ
ら
の
文
献
目
録
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
重
要
な
論
文
や
影
響
を
あ
た
え
た
論
文
は
先
行
研
究
と
し
て
言
及

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
先
行
研
究
と
し
て
言
及
さ
れ
た
論
文
は
、

す
べ
て
あ
た
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の

一
覧
表
か
ら
決
定
的

な
文
献

の
み
お
と
し
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

マ
イ
ナ
ー
な
論
文

の

み
お
と
し
は
も

っ
と
多
い
は
ず
だ
。
そ
の
点

に
つ
い
て
は
み
な
さ
ま
か
ら
ご
教

示
を
あ
お
ぎ
た
い
。

で
は
、

つ
ぎ

に

一
覧
表

の
説
明
を
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
う
え

の
欄
は
論
文

の
著
者
と
そ

の
発
行
年
。
(

)
は
実
際

に
小
論
執
筆

の
さ
い
に
使
用
し
た
文

献

の
発
行
年
で
、

[

凵

は
使
用
し
た
論

文

の
初
出
年
を
し
め
す
。
論
文

の
題

名
や
発
表
雑
誌
等
に
つ
い
て
は
、
さ
い
こ

の
参
考
文
献
を
参
照

の
こ
と
。
ま
ん

な
か
の
欄
は

『播
磨
国
風
土
記
』

の
讃
容

郡
の
條
、
お
よ
び
賀
毛
郡
雲
潤
里

の

條
の
原
文

の
有
無
を
し
め
す
。
◎
は
原
文
が
あ
り
、
し
か
も
原
文

の
出
典
が
し

め
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
○
は
原
文
が
あ
る
が
、
そ
の
出
典
が
し
め

さ
れ
て
い
な

い
場
合
を
い
う
。
そ
の
場
合
、
筆
者

の
判
断
で
出
典
が
わ
か
る
と

き
は
〈

〉
で
し
め
し
た
。
ま
た
、
独
自

の
訓
点
な
ど
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
注
と
し
て
、
表
の
最
後

に
説
明
を
く
わ
え
た
。

×
は
原
文
が
な
く
、
た

ん
に

『播
磨
国
風
土
記
』
と
か
、
「讃
容
郡

の
條
」
と
か
の
べ
て
い
る
場
合
を

し
め
す
。
な
お
、
記
号
の
あ
と
に
、
原
文
が
漢
文
の
場
合
は
漢
、
訓
み
下
し
文

の
場
合
は
訓
、
現
代
語
訳
文

の
場
合
は
訳
と
し
て
し
め
す
。
讃
容
郡

の
條
を
引

用
し
て
い
る
場
合
や
引
用
さ
れ
な
い
ま
で
も
、
な
ん
ら
か
の
言
及
が
あ

る
場
合

は
讃
、
賀
毛
郡
雲
潤
里

の
條
が
引
用
さ
れ
て
い
る
場
合
や
な
ん
ら
か
の
言
及
が

あ
る
場
合
は
賀
と
、
そ
れ
ぞ
れ
し
め
す
。
原
文
の
出
典
は

つ
ぎ

の
よ
う
に
略
す

る
。標

註
11
栗
田
寛
注
釈

『標
註
古
風
土
記
』
大
日
本
図
書
。

井
上
11
井
上
通
泰
校
訂

「播
磨
風
土
記
」、
『
日
本
古
典
全
集

古
風
土
記

集
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会

植
木
11
植
木
直

一
郎
校
訂

『風
土
記
集
』
大
日
本
文
庫
刊
行
会
。

武
田
11
武
田
祐
吉
編

『風
土
記
』
岩
波
文
庫
。

秋
本

凵
秋
本
吉
郎
校
注

『日
本
古
典
文
学
大
系

風
土
記
』
岩
波
書
店
。

さ
ら
に
、
し
た
の
欄
は
先
行
研
究

に
つ
い
て
表
示
す
る
。
先
行
研
究

の
引
用

や
言
及
が
ま

っ
た
く
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
×
で
し
め
す
。

こ
れ
ら

の
條

の
解
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釈

に
か
か
わ
る
よ
う
な
先
行
研
究
と
、
小
論

で
あ
げ
た
文
献

に
言
及
し
た
場
合

の
み
文
献
名
を
あ
げ
る
。
そ
の
さ
い
、
先
行
研
究
文
献
は
著
者
名
と
発
行
年
だ

け
を
し
め
す
。
く
わ
し
く
は
参
考
文
献
を
参
照

の
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
條

の
解
釈
に
は
直
接
関
係
な
い
が
、
論
証

の
た
め
に
、
先
行
研
究
と
し
て
事
例
報

告
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
場
合
で
、
し
か
も
小
論
で
は
言
及
し
て
い
な
い
論
文

を
先
行
研
究
と
し
て
あ
げ

て
い
る
場
合

に
は
○
で
し
め
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
文
献
を

い
ち
い
ち
あ
げ
る
と
、
分
量
が
多
く
な
り
す
ぎ

る
の
で
、
そ
の
文
献

の
著
作
名
や
論
文
名
な
ど
は
あ
げ
な
い
。

で
は
、

一
覧
表
を
み
て
い
こ
う
。

一

覧
表
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が

い
え
る
の
か
。

そ
れ
は

一
覧
表

の
あ
と
、
ゆ

っ
く
り

の
べ
て
み
た
い
。

著
者
・

発
行
年

原
文
・

引
用
文
献

先
行
研
究
の
引
用

ネ

フ

ス

キ

ー
[
一

九
一

八]

◎

漢
。

讃
・

賀。

標

註。

鈴
木
(
一

九
一

二
)

中
山
太
郎
[
一

九
二
〇]

×
。

讃
。

×

倉
野
憲

司
(
一

九
二

九)

○

漢。

讃
・

賀。

(

注
一
)

中
山

ロ

九
二

五
]中山(一九二六)

中
山
太

郎
(
一

九
三

〇)

◎

漢。

讃
・

賀。

武

田
。

○

折
口

信夫

[
一

九
三
二
]

○

漢。

讃
・

賀。

(

注
二
)

×

木

村
靖
二
(
一

九
三
二
a
)

◎

漢。

讃
・

賀。

標

註
。

○

木

村
靖
二
(
一

九
三

二
b
)

◎

漢。

讃
・

賀。

標

註
。

○

倉
野憲

司
(
一

九
三
三)

×
。

讃
・

賀
。

倉
野

(
一

九
二

九)

折
口

信
夫

(
一

九
三

五
)

○

漢。

讃
・

賀
。

(

注
二
)

×

佐佐

木
信
綱(一

九
三
五)

×
。

讃
。

×

中山

太

郎
(
一

九

四
二
)

◎

訓。

讃。

武
田
。

宇
野
(
一

九
四

こ

小
野
武
夫
(
一

九
四
二)

○

漢。

讃。

×

早
川
孝太

郎
ロ

九
四
二
b]

○

漢。

讃。

×

肥
後
和
男
(
一

九
四
三)

○

訓。

讃。

〈

武
田
〉

×

鋳
方

貞

亮
(
一

九
四
三
)

◎

漢
。

讃
・

賀
。

井
上
。

○

松
村武

雄
(
一

九
四
七)

○
漢
。

讃
・

賀
。

(

注
三
)

折
口

[
一

九
三
二
]

鋳
方
貞
亮
(
一

九
四
八)

○

訓
。

讃
・

賀
。

〈

武

田
〉

○

横
田

健
一

(
一

九
五
一
)

◎

訓
。

讃
・

賀
。

武

田
。

折
口

[
一

九
三
二
]早川[一九四二a
]鋳方(一九四三)宇野(一九四四)松村(一九四七)

松村

武雄

(
一

九
五
八)

○

漢。

讃
・

賀。

〈標

註
〉

木

村
(
一

九

四
八)折口[一九三二]

松
本
信
広
(
一

九
五
九)

○

訳。

讃
・

賀。

(

注
四)

○

川
添
登

ロ

九
六
〇]

×
。

讃
。

早
川

[
一

九
三

〇]

三

谷
栄
一

(
一

九
六

〇)

○

訓。

讃
・

賀。

〈

武
田
〉

早
川

[
一

九
四
二
a
]

杉

山
晃
一

(
一

九
六

〇)

○

訳
。

讃
・

賀。

(

注

四)

松

本
(
一

九
五

九)

桜
井
徳
太
郎[
一

九
六
二]

×
。

讃。

武

田
。

(

注
五
)

×

倉
塚
曄
子
(一

九
六
二)

×
。

讃
・

賀
。

松
村

(
一

九
五

八
)

伊
藤
幹
治
(一

九
六
六)

×
。

讃
。

○
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土
橋
寛
(一

九
六
八)

×
。

讃
・

賀
。

早
川
[
一

九
二

七
a
・

b
]中山[一九二五]

山
上
伊
豆
母(
一

九
六
九)

○

漢。

讃。

(

注
六)

○

横
田

健
一

(
一

九
六

九)

○

訓。

讃
・

賀。

(

注
七)

折
口

[
一

九
三
二
]早川ロ九四二a

]鋳方(一九四三)宇野(一九四四)松本(一九五九)

千
葉
徳
爾
(
一

九
六
九)

×
。

讃
・

賀。

早
川
[
一

九
二

七
a
・

b
]小野(一九六四)

千
葉
徳
爾
(一

九
七

こ

×
。

小

野
(
一

九
七

〇)

吉
野

裕
(
一

九
七
一
)

◎

訓
。

讃
・

賀。

秋

本。

木
村
(
一

九
三
二

b
)松村(一九五八)鋳方(一九五七)

佐
々

木

高
明
(
一

九
七
一
)

○

訓。

讃
・

賀
。

〈

秋
本
〉

早
川

[
一

九
二

七
a
]千葉(一九六九)横田(一九六九)小野(一九七〇)

佐
原
眞
(一

九
七
三)

×
。

讃
。

折
口

(
一

九
三

五
)

千
葉
徳
爾
(
一

九
七
五)

×
。

讃
。

早

川
[
一

九
二

七
a
]小野(一九七〇)

谷

川

健
一

[
一

九
七

五]

×
。

讃
・

賀
。

○

小
松
和彦

(
一

九
七
七)

◎

訓。

讃
・

賀。

秋

本
。

×

益
田
勝実

(
一

九
七
七)

○

訓。

讃
・

賀。

〈
秋

本
〉

松村

(
一

九
五

八)佐々木(一九七一
)

増
田

精
一

(
一

九
七
七
)

○

訓。

讃
・

賀
。

〈
秋

本
V

○

竹
村

卓
二

(
一

九

七
九)

○

訓。

賀。

〈

秋

本
〉

佐
々

木
(
一

九
七
一
)

守
屋
俊彦

(一

九
七
九)

○

訓。

讃。

〈
武
田
〉

横
田
(
一

九
六

九)

渡
辺

昭
五

(
一

九

八
一
)

◎

訓
。

讃
。

秋

本。

(

注八)

早
川

[
一

九
二

七
a
]

石
川

純
一

郎
(
一

九
八
二
)

×
。

早

川

ロ

九
二

七
a
・
一九三〇]千葉(一九六九)佐々木(一九七一)

石
川

純
一

郎
(
一

九
八
三
)

○

訓。

讃。

〈

秋
本
〉

石
川

(
一

九
八
二
)千葉(一九六九)

野

本
寛
一

(
一

九
八

四)

○

訓。

讃。

〈

秋
本
〉

早
川
[
一

九
二

七
a
・

b
]千葉(一九六九)小野(一九七〇)石川(一九八二)

鳥
越
憲
三
郎(一

九
八
五)

○

訓。

讃。

(
注
九
)

○

佐
々
木高

明(一

九
八
五)

○

訓。

讃
・

賀。

〈

秋

本
〉

千葉

(
一

九
六

九)佐々木(一九七一
)小野(一九七〇)石川(一九八二)野本(一九八四)

佐
久

問
惇
一
(
一

九
八
五
)

○
訓
。

讃
。

〈

秋本

〉

早
川

[
一

九
二

七
a
]千葉(一九六九・一

九七一)佐々木(一九七こ

金

関恕

(
一

九

八
六)

×
。

讃
。

○

萩
原
秀
三
郎(
一

九
八
七)

○

訓。

讃。

〈

秋
本
V

○

野

本
寛
一

(
一

九
八

七)

○

訓。

讃。

〈

秋

本〉

野

本
(
一

九
八

四)
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橋
本裕

行
(
一

九
八
七)

○

漢。

讃。

金

関
(
一

九
八

六)

白
石
昭
臣
(
一

九
八
八)

○

訓。

賀。

〈

秋
本
〉

小

野
(
一

九
七

〇)千葉(一九七一)佐々木(一九七一
)竹村(一九七九)

岡
田

精

司
(
一

九
八
八
)

◎

訓
。

讃
・

賀
。

秋

本。

横
田

(
一

九
六

九)

鈴
木
英
夫
(一

九
八
八)

○

訓
。

讃
・

賀
。(注一〇)

佐
々

木
(
一

九
七
一
)

平
林
章
仁
(一

九
八
八)

×
。

讃
・

賀
。

○

橋
本
裕
行
(一

九
八
九)

○
漢
。

讃
。

○

井
口

樹
生
(
一

九
九
一
)

○

漢
。

讃
・

賀。

×

瀧
音
能
之
(
一

九
九

こ

○
訓
。

讃
。

〈

秋本

V

×

春
成

秀
爾
(
一

九
九
一
)

◎
訓
。

讃
・

賀。

秋

本。

折
口
(
一

九
三

五
)横田(一九五一・

一

九六九)佐々木(一九七一・一九八五)佐原(一九七三)岡田(一九八八)

石

川

純
一

郎
(
一

九
九
二
)

×
。

讃。

千葉

(
一

九
六

九)

神
田
典城

(
一

九
九
二)

◎

訓。

讃
・

賀。

秋
本
。

佐
々

木

(
一

九
七
一
)

千
葉
徳爾

(
一

九
九
二)

×
。

秋

本。

(
注
五
)

早

川
[
一

九
二

七
a
・

b
]小野(一九六四)

野
口

隆

(
一

九
九
二
)

◎

訓。

讃
・

賀。

秋
本
。

○

浜

田
泰

子
(
一

九

九
二
)

×
。

讃
・

賀
。

○

三

浦

佑
之
(
一

九

九
二
)

◎

訓。

讃
・

賀
。

秋

本。

○

原
田
信
男
(
亠

九
九
三)

◎

訓。

讃。

秋

本。

横
田
(
一

九

六
九)

高
橋
六
二
(
一

九
九
三)

○

訓。

讃
・

賀。

〈
秋

本
〉

×

村
崎
真智

子
(一

九
九
三)

◎

訓。

讃
・

賀。

秋

本。

早川

[
一

九

四
二
a
]佐々木(一九七一)千葉(一九七一)

大

日
方

克
己
(
一

九

九
三
)

○

訳。

讃
・

賀。(注一一)

早

川
[
一

九
二

七
a
・

b
]小野(一九六四)横田(一九六九)千葉(一九七五・一九九二)石川(一九九二)

西
宮
紘
(
一

九
九
三)

×
。

讃
。

×

ナ

ウ
マ

ン

(
一

九
九

四)

◎

漢。

讃
・

賀。(注一二)

早
川

ロ

九
二

七
b
]小野(一九六四)

田

中
・

松
下
(
一

九

九
四)

×
。

讃
・

賀
。

石
川

(
一

九
九
二
)

橋
本裕

行
(
一

九
九
四)

○

訳。

讃。

春

成
(
一

九
九
一
)

松
井
章
(
一

九
九
五
Y

◎

訓。

讃
・

賀。

秋本

。

佐
伯

(
一

九
六
七
)

椎
野
若
菜
(
一

九
九
五)

◎

訓
・

訳
。

讃。

秋

本。(注一三)

佐
々

木
(
一

九
七
一

・
一九八二・一九八五)千葉(一九八六)大林(一九九〇)

義
江
明
子
(
一

九
九
五)

◎
訓
。

讃
。

秋

本。

岡
田

(
一

九
八
八
)
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野

本
寛
一

(
一

九
九

五)

○

訓。

讃。

野

本
(
一

九
八

四)岡田(一九八八)平林(一九八八)

野

本

寛
一

(
一

九

九
六)

○

訓。

讃。

〈
秋

本
〉

×

辰
巳
和
弘
(
一

九
九
六)

○

訓。

讃。

〈
秋

本
〉

×

小

山
田

(
一

九
九

七)

○

訳。

讃。

(
注
一

四)

×

佐
原
・

春
成
二

九
九
七)

×
。

讃
。

横
田

(
一

九

六
九)佐々木(一九七一
)春成(一九九一)

中

村慎

一

(
一

九
九

九)

○

訳
。

讃
・

賀
。

横
田

(
一

九
六

九)岡田(一九八八)春成(一九九一)

(注

一
)
漢

文

に
訓
点

を

ほ
ど

こ
し

た
原
文

を
引

用
。

そ

れ
ま

で

の
研
究

(た
だ

し
、

敷

田

校
注

本

は
筆

者
未

見

)

と

は
返

り
点

の
位

置

な
ど

が

こ

と
な

る

の
で
、

倉

野

自

身

に
よ
る
も

の
か
。

(注

二
)

漢
文

に
訓
点

を

ほ
ど

こ

し
た
原
文

を
引

用
。

そ

れ
ま

で

の
注

釈

で
は

「
而

種

稲
其

血

」

に

は
句

点

は

な

い
が

、
折

口

は

「
而

種

レ
稲
。

其

血
」

と
、

独
創

的

な
句

点

を

ほ
ど

こ
し

て

い

る
。

こ

の
折

口

の
漢

文
解

釈

を
継

承

し
た
も

の
は
筆

者

の
し

る
か
ぎ

り

み
あ

た
ら
な

い
。

(注

三
)

松
村

の
原

文

は
変

則

的

で
あ

る
。
漢

文

は
標

註

に
な

ら

い
、
訓
点

は
武

田

に
な
ら

っ
て

い
る
。

た
だ

し
、

「
大
神

妹
妹

二
柱
」
が

「
大
神
妹

妹

二
神
」
.
と

あ
や

ま

っ
て

い
る
。

(
注

四
)

松
本

の
原

文

は
訓

み
下

し
文

で
は

な
く
、

訳

に
ち

か

い
。

第

二
章

で
あ
げ

た
箇
所

を
引

用
す

る

と
、

「生

鹿

を
と

り
ふ

せ
し

め
、

そ

の
腹

を
割

き
、

稲

を
そ

の

血

に
種

え

た
と

こ

ろ
」

と

あ

る
。

そ
れ

ま

で

の
訓

み

で
は

こ

こ

で
切

れ

る
が

、
松

本

は

「
一
夜

の
間

に
苗

が
生

長

し
、

こ
れ

を
取

り
殖
え

し

め
た
。
」

と

つ
づ

け

て

い

る
。
本

人

に
よ

る
訳

か
。

な

お
、
杉

山

(
一
九
六

〇
)

は

こ

の
松
本

を

引

用

し

た

と

お
も

わ

れ

る
が

、

上
記

の
部

分

は

コ

夜

の
問

に
苗

が
生

長

し
、

こ
れ
を

取

り

残

さ
し

め

た
」

と
あ

る
。

こ
れ

は
誤
植

で
あ

ろ
う
。

ま

た

「生

鹿

を

と

り
ふ

さ

し

め
」

と
あ

っ
て
、
松
本

と

若
干

こ
と

な

る
。

(注

五
)
桜

井

は

い

っ
さ

い
原
文

を
引

用

し

て
な

い
が

、
文

献

と
し

て
武

田
が

注

に

あ
げ

ら

れ

て

い

る
。

こ
れ

と
お

な
じ

よ

う

に
、

千

葉

(
一
九

九

二
)

も
引

用

原

文

は

な

い
が

、
文

献

と
し

て
秋
本

を
あ
げ

て

い
る
。

(注

六
)
原

文

は
漢
文

で
、

訓

み

は
秋

本

に
な

ら
う
。

た
だ

し
、

原
文

引
用

の
さ

い

に

「
即
令

取
殖

」
が

ぬ
け

お

ち

て

い
る
。

(注

七
)
武

田

を
も

と

に
し
、

原
文

を
新

か
な
つ

か

い
に
統

一
し

て

い
る
。

た
だ

し
、

「
各

(
お

の
も

お

の
も
)
」

が

ぬ
け

て

い
る
。

(注

八
)

三

二

一
頁

で
は
、

こ

こ
に
し

め
し

た
よ
う

に
、
秋

本

か
ら
引

用

し

て

い
る

が

、

一
一
〇
頁

で
は
武

田

か
ら
引

用
し

て

い
る
。

(注

九
)

原
文

は
植

木

か
ら
引

用

し

た
と
お
も

わ

れ
る
が

、
す

べ

て
新

か
な
つ

か

い

に
統

一
さ

れ

て

い
る
。

(注

一
〇

)
鈴

木

の
訓

み
下

し
文

に

は
、

「
稲

を
そ

の
血

に
種

き
き
。
」

と
あ

り
、
久

松

校
註

(
一
九
六

〇
)

を
利

用

し

て
い
る

よ
う

に
み
え

る
が
、

コ

夜

の
間

に
苗
生

ふ
。
」

は
久
松

校
註

(
一
九

六
〇

)
と

も
、
秋

本

と
も

こ
と

な

る
。

本
人

の
訓

み
下

し

か
。

(注

一
一
)

口
語

訳

の
あ

る
吉
野

(
一
九
六

九

a
)
、
倉

野
憲

司
訳

(
一
九
六

六
)
、

岡
田

・
西
宮

訳

(
一
九
七

七
)

と

は
こ
と

な

る
訳

で
、

本

人
訳

か
。

(注

一
二
)

ナ
ウ

マ
ソ
の
独
文

論

文

(Z
①
⊆
ヨ
①
8

一
㊤
①
ω
…
ω
卜。
α
)

で

は
、

『播

磨

国

風
土

記
』

へ
の
言
及

は

ま

っ
た
く
な

い
。

日
本
語

訳

の
序

に

よ
る
と
、

「
日

本
神

話

の
研

究

か
ら

い
く

つ
か

の
認
識

を

得

ら
れ

た

の
で
、

当

時
得

ら

れ

た
イ

メ
!
ジ

を

補
足

し

た
り
修

正

せ
ね
ば

な
ら

な

か

っ
た
」

(
ナ

ウ

マ
ソ

一
九
九

四

"
二
)

と
あ

る

の

で
、

日
本

語

版

の
さ

い
に
補

足

し

た
も

の
と

お
も

わ

れ

る
。
な

お
、

日
本

語

版

の
文

献

目
録

に

よ
る
と
、

『播
磨

国

風
土

記
』

は
皇
学

叢
書

を
利

用

し

た
と

い
う
が
、

こ

の
皇
学

叢
書

は
筆

者
未

見
。

『古

事
記

文
献

目
録
』

で
確

認

し

た
と

こ
ろ
、
物

集

高

見
編

で
昭

和

二
年

に
広
文

庫

刊
行

会

か
ら
出

版

さ
れ

て

い
る
。

一
方

、

野
村

・

檜
枝

訳

で
は
秋
本

か
ら

引
用

し

て

い
る
。
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(注

一
三

)
椎

野

(
一
九

九
五

H
八
六
)

に

よ
れ
ぽ
、

訳

は
上

田
正

昭
監
修

・
椎

野

禎
文

訳

『
巨
人

と
英

雄

の
故
郷

-
播

磨
国

風
土

記

の
世
界

1
』

(
一
九

八
九

。

N
H

K
き

ん
き

メ
デ

ィ
ア
プ

ラ

ソ
)
を

参
考

に
し

た

と
あ

る
。

こ

の
本

に

つ
い
て

は
筆
・

者
未

見

。
な

お
、

椎

野

は
先
行

研

究

で
大

林

(
一
九

九

〇
)

を
あ

げ

て

い
る
が

、

第

六
章

で
み

た
よ

う

に
、
大
林

は

こ

の

『
播
磨

国

風
土

記
』

に

は
直

接

言
及

し

て

い
な

い
。

(注

一
四
)

小
山

田

(
一
九

九

七

"
二
七
七

)

の
引
用

は

「
種
籾

を
鹿

の
血

に
ひ
た

す

と
、

一
夜

に
し

て
芽
吹

い
た
」

と
あ

り
、

正
確

な
引

用

と

は

い

い
が

た

い
。

一

般

書

の
限

界
を

し

め
す
も

の
な

の
か
も

し
れ
な

い
。

こ
の
表
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が

い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
原
文

に
つ
い

て
は
漢
文
か
ら
訓
み
下
し
文

へ
、
と
い
う

な
が
れ
が
わ
か
る
。
そ
れ
も
、
戦
後

を
さ
か
い
に
漢
文
は
急
速
に
姿
を
消
し
た
。
ま
た
、
訓
み
下
し
文
で
は
、
栗
田

寛
注
釈

の
標
註
か
ら
武
田
祐
吉

の
岩
波
文
庫
版
、
そ
し
て
秋
本
吉
郎

の
日
本
古

典
文
学
大
系
版

へ
、
と
い
う
原
文
引
用
文
献

の
変
化
が
は

っ
き
り
と
わ
か
る
。

讃
容
郡
の
條
と
賀
毛
郡
雲
潤
里

の
條
の
引
用
に

つ
い
て
は
、
両
方
と
も
引
用
す

る
ケ
ー
ス
が
お
お
い
。
片
方
だ
け
が
引
用

さ
れ
る
場
合
は
、
讃
容
郡
の
條

の
み

と
い
う
場
合
が
め
だ
つ
。

で
は
、
先
行
研
究

の
引
用

・
言
及
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
す
で
に
、
小
論

で
も
指
摘
し
た
よ
う

に
、
ネ
フ
ス
キ
ー

[
一
九

一
八
]
や
倉
野

(
一
九
二
九

・
一

九
三
三
)、
中
山

(
一
九
三
〇

・
一
九
四
二
)
に
言
及
し
た
ケ
ー

ス
は
い
ち
ど
も

な

い
。
戦
前

の
研
究

で
は
唯

一
、
折

口

(
一
九
三
二

・
一
九
三
五
)

へ
の
言
及

が
六
度
み
え
る
。
こ
の
こ
と
は
折
口
の
影
響
力
が
お
お
き
い
こ
と
の
証
拠
と
な

ろ
う
。

い
ち
ば
ん
言
及
回
数

の
お
お
い
の
は
、
早
川
孝
太
郎

の
諸
論
文
で
あ
る
。

早
川

の
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文

へ
の
言
及
を

一
回
と
か
ぞ
え
れ
ば
、
二
二
回
に
も
お

よ
ぶ
。
ま
た
、
小
野

(
一
九
六
四

・
一
九
七
〇
)

へ
の
言
及
も
お
お
く
、

一
〇

回
あ
る
。
こ
れ
は
、
『播
磨
国
風
土
記
』
の
こ
れ
ら
の
條
か
ら
み
い
だ
さ
れ
る

古
代

の
民
俗
と
、
早
川
や
小
野
が
報
告
す
る
農
耕
儀
礼
と
し
て
の
狩
祭
が

セ
ッ

ト
と
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
如
実
に
し
め
し
て
い
る
の
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

儀
礼
的
狩
猟
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
横
田

(
一
九
六
九
な
ど
)、
千
葉

(
一

九
六
九
な
ど
)、
そ
し
て
佐
々
木

(
一
九
七

一
な
ど
)
の
引
用

・
言
及

の
回
数
を

み
る
と
、
佐
々
木
は

一
五
回
、
千
葉
は

一
三
回
、
横
田
は
九
回
と
な
る
。
小
論

で
再
三
指
摘
し
た
よ
う

に
、
佐
々
木
が
も

っ
と
も
影
響
力
が
あ
る
こ
と
が
実
数

で
し
め
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
千
葉
が
お
も

い
の
ほ
か
お
お
か

っ
た
が
、
そ
れ

は
千
葉
が
執
筆
し
た

一
連

の

『狩
猟
伝
承
研
究
』

の
量
を
か
ん
が
え
る
と
、
と

う
ぜ

ん
の
結
果
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
出
版
年
を
考
察
す
る
と
、
岡

田

(
一
九
八
八
)
や
野
本

(
一
九
八
四
)
な
ど
は
こ
れ
か
ら
引
用
さ
れ
た
り
、

言
及
さ
れ
る
回
数
が
ふ
え
る
可
能
性
が
た
か
い
。

こ
う
し
た
表

は
サ
ン
プ

ル
が
多
け
れ
ぽ
多
い
ほ
ど
、
筆
者
が
論
点
と
し
て
き

た
こ
と
の
精
度
は
ま
す
は
ず

で
あ
る
。
こ
ん
ご
、
ど
う
い
う
か
た
ち
で
こ
れ
ら

が
引
用
さ
れ
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
筆
者

の
網
に
か
か
ら
な
か
っ
た
論
文
を
さ

」

ら
に
追
加
し
て
も
、
こ
の
傾
向

に
は
か
わ
り
が
な

い
の
か
。
ま
だ
ま
だ
興
味
は

つ
き
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
し
、
こ
ん
こ
も
こ
れ
ら
の
引
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用
史
を
み
て
い
き
た
い
と
お
も
う
。

一
〇

こ
れ
ま
で

の
ま
と
め

小
論
で
は
、
『播
磨
国
風
土
記
』
の
讃

容
郡

の
條
と
賀
毛
郡
雲
潤
里
の
條
が

ど
の
よ
う

に
引
用
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
こ
で
も
う

一
度
、

小
論
で
の
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
で
は
、
そ
の
要
点
を
箇
条
書
き
に

し
て
み
た
い
。

(
一
)
『播
磨
国
風
土
記
』
研
究

の
中
心
を
な
す
は
ず
の
国
文
学

で
は
、
こ
れ

ら

の
條
は
あ
ま
り
注
目
を
あ

つ
め
て
こ
な

か

っ
た
。
さ
い
し
ょ
に
、
こ
れ
ら
の

條
に
関
心
を
よ
せ
た
の
は
民
俗
学
者
や
民
族
学
者

で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
心
が

ほ
か
の
専
門
分
野
に
も
ひ
ろ
が

っ
て
い
き
、
近
年
で
は
日
本
史
や
考
古
学

で
も

注
目
を
あ
び
る
よ
う
に
な

っ
た
。
た
だ
し
、
国
文
学
者

の
な
か
に
も
、
倉
野
憲

司

の
よ
う
な
例
外
が
い
た
。

(二
)
こ
れ
ら
の
條
は
日
本
古
代

の
民
俗
と
し
て
、
現
存
す
る
日
本

の
民
俗

や
世
界
、
と
り
わ
け

ア
ジ
ア
の
民
俗
と
比
較
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の

さ
い
し
ょ
の
こ
こ
ろ
み
を
お
こ
な

っ
た
学
者
は
ネ
フ
ス
キ
ー
で
あ
る
。
そ
の
ネ

フ
ス
キ
ー
は
柳
田
邸

で
の
柳
田
国
男

・
折

口
信
夫

・
中
山
太
郎
と
の
風
土
記
輪

読
会
に
よ

っ
て
、
そ
の
古
代
の
民
俗
と
台
湾

の
少
数
民
族

の
民
俗
の
類
似
を
発

見
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
こ
の
ネ

フ
ス
キ
ー
の
研
究
は
わ
す
れ
さ
ら
れ
て

し
ま

っ
た
。
ま
た
、
輪
読
会
に
出
席

し
た
折

口
や
中
山
も
、
古
代
の
民
俗
と
し

て
紹
介
し
た
が
、
後
世
ま
で
影
響
を
あ
た
え
た
の
は
折
口
信
夫
の
み
で
あ
る
。

(三
)
古
代
日
本

の
民
俗

の
事
例
と
し
て
、
ア
ジ

ア
や
日
本

の
現
存

の
民
俗

と
の
比
較
を
も
と
め
た
研
究
で
は
、
農
耕
儀
礼
と
し
て
の
狩
猟
、

つ
ま
り
儀
礼

的
狩
猟
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。
そ
う
し
た
研
究

の
系
譜
を
た

ど
る
と
、
早
川
孝
太
郎

か
ら
、
千
葉
徳
爾
、
そ
し
て
佐
々
木
高
明

へ
と
の
な
が

れ
が
想
定
で
き
る
。

(四
)

一
方
、
日
本
史

の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
條

に
記
述
さ
れ
た
民
俗
を
ど

う
位
置
づ
け
る
の
か
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
横
田
健

一
の
研
究
が
お
お
き

な
役
割
を
は
た
し
た
。
日
本
史

で
は
、
平
安
時
代

の
狩
猟
儀
礼
や
殺
牛
祭
神
と

こ
れ
ら

の
條
と
の
関
連
を
さ
ぐ
る
研
究
が
九
〇
年
代
以
降
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

考
古
学
で
は
、
銅
鐸

の
絵

の
鹿
と
こ
れ
ら
の
條
を
む
す
ぶ
研
究
が
佐
原
眞
や
春

成
秀
爾
に
よ

っ
て
進
行
中

で
あ
る
。
こ
う
し
た
最
新

の
成
果
を
み
る
と
、
佐
々

木
が
焼
畑
耕
作
民
が
稲
作
以
前
に
日
本

に
も
ち
こ
ん
だ
と
み
な
し
て
い
る
儀
礼

的
狩
猟
と
こ
れ
ら

の
條
が
記
述
す
る
古
代
民
俗
と
の
結
合
に
は
、
否
定
的

に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

(五
)
こ
れ
ら

の
條
に
み
ら
れ
る

「鹿

の
血
、
宍

の
血
」

の
解
釈
を
め
ぐ

っ

て
は
、
呪
術
説
、
肥
料
説
、

ハ
イ

ヌ
ウ

ェ
レ
型
神
話
説
、
鉄
の
生
産
と
の
関
連

説
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
肥
料
説
、

ハ
イ

ヌ
ウ

ェ
レ
型
神
話
説
、
鉄
の
生

産
関
連
説
は
あ
ま
り
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
呪
術
説
と
い

っ
て
も
、
鹿

に
関
連
づ
け
る
場
合
と
動
物

の
血
に
関
連
づ
け
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
で
は
、

鹿

11
害
獣
説
、
鹿
11
地
霊
説
、
鹿
11
稲

の
シ
ソ
ボ

ル
説
な
ど
が
あ
る
。
後
者

で

は
、
血

の
呪
力
説
が
有
力
で
あ
る
。
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農耕儀礼と動物の血(下)

(六
)
こ
れ
ら

の
條
が
引
用
さ
れ
た
論

文
を
み
る
と
、
時
代
と
と
も

に
、
引

用
原
文
は
漢
文
か
ら
訓
み
下
し
文

へ
と
変
化
が

み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
秋
本
校

注
本
が
出
版
さ
れ
て
以
後
は
、
秋
本
校
注
本

の
訓
み
下
し
文
を
引
用
す
る
ケ
ー

ス
が
目
立

つ
。
ま
た
、
讃
容
郡
の
條
と
賀
毛
郡
雲
潤
里

の
條
が
両
方
引
用

・
言

及
さ
れ
る
場
合
が
ふ

つ
う
だ
が
、
片
方
だ

け
の
場
合
は
讃
容
郡
の
條

の
み
に
言

及
す
る
ケ
ー
ス
が
お
お
い
。

(七
)
引
用
さ
れ
た
先
行
研
究

で
は
事
例
研
究
と
な
る
早
川
孝
太
郎
や
小
野

重
朗

の
論
文
が
か
な
り
お
お
い
。
こ
の
こ
と
は

『播
磨
国
風
土
記
』

の

一
節
と

早
川
と
小
野
が
報
告
す
る
儀
礼
と
を
む
す

び

つ
け
た
研
究
が
お
お
い
こ
と
を
う

ら
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
横
田
健

一
、
千

葉
徳
爾
、
佐
々
木
高
明

の
諸
研
究

の

な
か
で
は
、
佐
々
木
、
千
葉
、
横
田

の
順

に
、
引
用

・
言
及
が
お
お
い
。
こ
の

こ
と
は
佐
々
木

の
研
究
が

い
ち
ば
ん
影
響

力
が
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

以
上
、
小
論
を
ま
と
め
た
。
さ
い
し
ょ
は
、
こ
こ
で
か
ん
た
ん
に
ご
ん
こ

の

課
題
を
な
ら
べ
、
小
論
を
と
じ
る
予
定

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
お
わ

っ

て
は
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
ア
ナ
さ
が
し
に
終
始
し
た
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
筆
者

は
あ
く
ま
で
も
自
分
自
身

の
稲
作
文
化
論
を
展
開
す
る
た
め
の
、

建
設
的
な
研
究
史
回
顧
を
め
ざ
し
て
小
論

を
か
い
た

つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
小

論
が
ほ
ぼ

で
き
あ
が

っ
た
い
ま
、
よ
み
か
え
し
て
み
た
。
た
し
か
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
論
文

に
た
い
す
る
評
価
は
は

っ
き
り
と
し
て
、
筆
者
の
立
場
は
あ
き
ら
か

に
な

っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
正
直

い

っ
て
、
と
て
も
建
設
的
と
は
い
え
な
い
。

と
く
に
、
批
判
を
展
開
す
る
あ
ま
り
、
さ
さ

い
な
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
批
判
す
る
以
上
は
筆
者

の
立

脚
点
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
と

い
う
わ
け
で
、
あ
え
て
蛇
足
と
い

わ
れ
よ
う
が
、
も
う

一
章
追
加
し
て
筆
者

の
立
場
と
こ
ん
こ
の
課
題
を
か
い
て

お
き
た
い
。

一
一

筆
者

の
立
場
と

こ
ん
こ

の
課
題

筆
者
が

こ
こ
で
あ
き
ら
か
に
し
た
い
の
は
方
法
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
く

に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
か
、
文
献
か
、
と
い
う
問
題

に
か
か
わ
る
。
結
論
か
ら
い
え

ば
、

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
カ
ー
対
文
献
学
者
と
い
う
構
図
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も

た
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
帰
納
的
方
法
論
か
、
演
繹
的
方
法
論
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
問
題
に
は
い
る
ま
え

に
、
な
ぜ

こ
の
小
論
を
か
く
気

に
な

っ
た
の
か
。
そ
の
動
…機
か
ら
の
べ
て
み
た
い
。

第

一
章
に
の
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は

一
九
九
五
年
に

「
ム
ン
ダ
人

の
稲
魂
観

念

に
つ
い
て
ー
イ
ソ
ド
稲
作
異
質
論
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
を
執
筆
し
た
。
そ
の
さ

い
、

ム
ソ
ダ
人

の
稲
作
儀
礼
と
日
本

の
稲
作
儀
礼
の
類
似

に
注
目
し
た
。
そ
の

お
お
く
は
東
南

ア
ジ
ア
の
稲
作
儀
礼
と
日
本

の
そ
れ
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
先

達
た
ち
に
よ

っ
て
、
す
で
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
ひ
と

つ
が
稲

作
儀
礼
に
動
物

の
血
が
も
ち
い
ら
れ
る
と
い
う
習
俗
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本

で
は
殺
生
を
き
ら
う
仏
教
思
想
が
流
布
し
て
以
後
は
こ
う
し
た
習
俗
が
み
ら
れ

な
く
な

っ
た
が
、

か
つ
て
は
あ

っ
た
と

い
う
か
た
ち
で
、

こ
の

『播
磨
国
風
土

記
』
の
讃
容
郡

の
條
と
賀
毛
郡
雲
潤
里

の
條
が
引
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
ぶ

つ
か
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っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
点

で
、
筆
者
が
と
り
あ
げ

た
論
文

は
ネ

フ
ス
キ
ー

(
一
九
七

一
)、
中
山
太
郎

(
一
九
四
二
)、
松
本
信
広

(
一
九
五
九
)、
鳥
越
憲
三

郎

(
一
九
八
五
)
の
四
論
文

で
あ

る

(長

田

一
九
九
五
b

"
六
九
)。
そ
れ
ら
の

論
文
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が

『播
磨
国
風
土
記
』
の
こ
れ
ら
の
條

を
、
あ
た
か
も
自
分
が
発
見
し
た
か
の
よ
う
に
か
い
た
も

の
が
散
見
さ
れ
、
と

て
も
お
ど
ろ
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
古
典

の
引
用
史
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
か

っ
た
種
類

の
論
文
を
か
こ
う
と
お
も
い
た

っ
た
動
機

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
古
典
引
用

の
原
則
と

い
っ
た
も
の
を
問
題
に
し
よ
う
か
と
も
お
も

っ
た
。

し
か
し
、
筆
者
自
身
、
引
用

の
原
則
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、

一
般
的

に
ど
う
し
た
原
則
が
あ
る
か
も
し
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
古
典
引
用

の
原

則
を
焦
点

に
し
た
論
文
は
あ
き
ら
め
た
。

そ
の
か
わ
り
、
専
門
分
野
別
に
、
引

用

の
さ
れ
か
た
に
ど
ん
な
ち
が

い
が
あ
る

の
か
を
テ
ー
マ
に
論
を
展
開
し
た
。

そ

の
結
果
が
こ
の
小
論

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
小
論
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
引
用
史
を
た
ん
た
ん
と
の
べ
る
の

と
は
ほ
ど
と
お
く
、
筆
者
の
立
場
か
ら
、
先
行
研
究

の
批
判
と
い
っ
た
様
相
が

こ
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
批
判
者
と
し
て
、
筆
者

の

立
場
を
は

っ
き
り
し
て
お
い
た
ほ
う
が

よ
か
ろ
う
。
そ
う
判
断
し
、
こ
の
章
を

か
き
た
し
た
。
た
だ
し
、
引
用
者
と
し
て
の
モ
ラ
ル
と
い
う
こ
と
で
い
え
ぽ
、

あ
ま
り
議
論

の
余
地
は
な
い
。
自
分
が
利
用
し
た
先
行
研
究
は
は

っ
き
り
と
参

考
文
献
と
し
て
あ
げ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
だ
れ
も
異
論
を
と
な
え
な
い
は
ず
だ
。

そ
う
し
た
問
題
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
あ
き
ら

か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
筆
者
の
立
場

な
ど
は
な
い
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
方
法
論
で
あ
る
。
筆
者
は
第
五
章
で
、
儀
礼
的
狩
猟
と

い
う

コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
か
た
ら
れ
る

『播
磨
国
風
土
記
』

の
一
節
を
問
題
と
す

る
場
合

に
、
横
田
健

一

(
一
九
六
九
)
が
先
行
研
究
と
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
こ

と
に
不
満
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
文
献
学
者
に
み

、兄
な

い
あ

つ
い
壁
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
う
指
摘
す
る
筆
者
の
立
場
と

は
ど
う
な
の
か
。
そ
れ
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

ひ
と
が

「お
ま
え
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
か
。
そ
れ
と
も
文
献
学
者
か
」

と
質
問
を
発
し
た
ら
、
ど
う
こ
た
え
る
か
。
こ
た
え
は
か
ん
た
ん
だ
。
「
お
れ

は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
」
と
。
筆
者
は
文
献
学
者
と
し
て
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
ま

っ
た
く
う
け
て
い
な

い
。
筆
者
が
専
門
と
す
る
ム
ン
ダ
語
の
研
究

は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
し
で
は
成
立
し
え
な
い
。

ム
ソ
ダ
語
に
は
書
記
文
字

は
な
い
し
、
デ
ヴ

ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
を
使
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
独
立

後

で
、
し
か
も
正
書
法
は
確
立
し
て
い
な
い
。
そ
ん
な
状
態
な

の
で
、
文
献
史

料
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

ム
ン
ダ
語
を
記
述
す
る
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
か
ら
え
ら
れ
た
デ

ー
タ
を
全
面
に
だ
し
た
論
文
だ
け
が
す

ば
ら
し
い
と
感
じ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
そ
う
い
う
論
文
よ
り
も
、

文
献
を
た
ん
ね
ん
に
よ
み
こ
ん
で
執
筆
し
た
論
文

の
ほ
う
に
親
近
感
を
お
ぼ
え

る
こ
と
が
あ
る
。

つ
ま
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
対
文
献
と
い
う
構
図
は
ど
う
も
問
題

で
は
な
い
よ
う
だ
。
で
は
、
な
に
が
問
題
か
。
そ
れ
は
帰
納
法
対
演
繹
法
と
い
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う
構
図

に
お
さ
ま
る
の
で
は
な

い
か
。
そ

こ
で
、

こ
の
構
図
を
問
題
と
し
て
み

よ
う
。

筆
者
は
言
語
学

の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
う
け
た
。

い
ま
も
、
専
門
は
と
き
か
れ

れ
ぽ
、
躊
躇
せ
ず
言
語
学
と
こ
た
え
る
。
そ

の
言
語
学
で
は
、
か

つ
て
方
法
論

的
な

一
大
革
命
と
み
え
る
よ
う
な
事
件
が

お
き
た
。
い
わ
ゆ
る
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

革
命
で
あ

る
。
チ

ョ
ム
ス
キ
ー
は
そ
れ
ま

で
の
言
語
学
は
帰
納
的
で
あ
る
と
位

置
づ
け
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
み
ず
か
ら

の
研
究
を
演
繹
的
と
み
な
し
、
そ
れ

ま
で
の
ア
メ
リ
カ
構
造
主
義
言
語
学

で
は
ゆ
き
づ
ま

っ
て
い
た
統
語
論

の
研
究

に
新
境
地
を
き
ず

い
た
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
は
こ
う
か
ん
が
え
た
。
ど
ん
な
子
供

で
も
、
文
法
に
て
き
し
た
文
だ
け
を
生
成
す
る
よ
う
に
言
語
を
習
得
す
る
が
、

そ
れ
は
す
べ
て
の
文
を
記
憶
す
る
の
で
は
な
く
、
か
ぎ
ら
れ
た
文
法
規
則
を
習

得
し
、
無
限
の
文
を
生
成
す
る
か
ら
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
文
法
を
記
述
す
る
た

め
に
は
、

こ
う
し
た
か
ぎ
ら
れ
た
文
法
規
則
を
み

つ
け
れ
ば
よ
い
。
そ
し
て
、

こ
の
文
法
規
則
は
演
繹
的
モ
デ

ル
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
と

い
う
わ

け
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
演
繹
的

モ
デ

ル
は
す
べ
て
の
言
語

に
あ
て
は
ま
る

よ
う
な
普
遍
文
法
を
も
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の

は
演
繹
的

モ
デ

ル
ー1
文
法
規
則

の
式

で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

・
ス

ピ
ー
カ
ー
を
な
や
ま
せ
る
、
こ
の
文
は
文
法
的

に
た
だ
し
い
か
と
い
っ
た
ネ
イ

テ
ィ
ヴ

・
ス
ピ
ー
カ
ー

へ
の
テ
ス
ト
が
横
行
す
る
。

た
し
か
に
英
語

の
研
究
な
ど
、
か
な
り

の
研
究

の
累
積
が
膨
大
な
場
合

に
は

こ
う
し
た
研
究
が
有
効
な
こ
と
は
よ
く
わ

か
る
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
し
っ
か
り

と

し

た
文

法

の
記

述

が

な

い
よ

う

な

ム

ソ
ダ

語

の
研

究

に

は

ま

っ
た

く

意

味

が

な

い
。

か

つ

て
、

ラ

ン
ゲ

ン
ド

ン
と

い
う

言

語

学

者

が

ム

ン
ダ

語

の
記

述

を

こ

こ

ろ

み

た

こ

と

が

あ

る

(い
き

ひq
Φ
p
α
o
Φ
昌
6
雪

。。
し
㊤
①
『げ
)
。

ラ

ン
ゲ

ン
ド

ン

は
当

時

の
生

成

文

法

の

モ
デ

ル
を

ム

ン
ダ

語

に

一
生

懸

命

あ

て

は

め

よ

う

と

し

た
。

と

こ

ろ
が

、

う

ま

く

あ

て

は

ま

ら

な

い

の

で
、

「
ム

ン
ダ

語

動

詞

形

態

論

は

他

の
言

語

の
動

詞

形

態

論

と

く

ら

べ
、

こ

れ

ほ
ど

む
ず

か

し

い
も

の
は

な

い
。

そ

の

こ
と

は
認

め

ざ

る

を

え

な

い
」

(い
鋤
口
σq
Φ
巳

o
Φ
昌

H
り
雪

び
"
罵

)

と

の

べ

て

い

る
。

そ

の
後

、

ラ

ン
ゲ

ソ
ド

ソ
は

ム

ン
ダ

語

の
研

究

か

ら

手

を

ひ
き

、

生

成

変

形

文

法

の
専

門

家

と

な

り

、

そ

の
著

は

『
英

語

変

形

文

法

の
要

点

』

と

し

て
邦

訳

さ

れ

て

い

る

(
ラ

ソ
ゲ

ン
ド

ソ

一
九

七

二
)
。

こ

の

こ

と

は

ラ

ソ

ゲ

ソ
ド

ン
が

け

っ

し

て
言

語

学

の

で
き

が

わ

る

か

っ
た

わ

け

で

は

な

く

、

ム

ン
ダ

語

文

法

が

演

繹

的

モ
デ

ル
と

い
う

発

想

で

は
解

決

で
き

な

い
問

題

を

か

か

え

て

い
た

と

い
う

こ

と

な

の

で
あ

る

。

筆

者

の
個

人

的

な

体

験

だ

け

で
あ

れ
ば

、

正

直

い

っ
て
、

演

繹

的

モ
デ

ル
を

あ

え

て
問

題

と

す

る
能

力

も

勇

気

も

な

い
。

と

こ

ろ
が

、

一
九

九

六
年

に

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

い
き

、

演

繹

法

で

は

な

く

、

帰

納

法

で
十

分

や

っ
て

い
け

る

の

だ

と

自

信

を

も

っ
た
。

そ

の
と

き

の
体

験

や

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
言

語

学

界

に

つ
い

て

は

べ

つ

の
と

こ

ろ

で
か

い

た

の

で
、

こ

こ

で

は

く

り

か
え

さ

な

い
。

拙

稿

(長

田

一
九

九

七
)
参

照

の

こ

と

。

し

か

も

、

言

語

学

全

体

と

し

て

も

、

チ

ョ
ム

ス
キ

ー
革

命

を

批

判

的

に

み

る
論

文

(
た
と

え
ば

、
内
。
Φ
目

臼

一
Φ
。。
ω
は

チ

ョ
ム

ス
キ

i
革
命

自
体

を
否

定

し

て

い
る

し
、
Z
Φ
鬢
∋
①
《
①
「
一
Φ
。。
①
は

チ

ョ
ム

ス
キ
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ー
革
命
は
認
あ
る
も
の
の
、
実
用
化
と
い
う

レ
ベ
ル
で
失
敗
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
)
も
登
場
し
た
。
ま
た
、

一
九

九

一
年

の
ア
メ
リ
カ
言
語
学
会
総
会

で
は

「消
滅

の
危
機

に
瀕
し
た
言
語

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
だ

記
述
さ
れ
て
い
な
い
言
語

へ
の
関
心
が
も

っ
と
た
か
ま

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

演
繹
的

モ
デ

ル
よ
り
も
、
帰
納
的

に
み
ち
び
く
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
ほ
う

が
ず

っ
と
重
要
視
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
演
繹
的

モ
デ

ル
は

数
式

の
よ
う
に
す

っ
き
り
し
た
か
た
ち
で
表
示
さ
れ
る
。
帰
納
的
に
な
に
か
を

み
ち
び
く
に
は
網
羅
的
な
デ
ー
タ
が
必
要

で
、
し
か
も

一
般
化
は

一
朝

一
夕

で

は
う
ま
く
い
か
な
い
。
筆
者

の
友
人
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
言
語
学
者

は

い
う
。
帰
納
的
な

一
般
化
で
、
演
繹
的

モ
デ

ル
と
対
抗
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、

一
般
化

で
き
な

い
ま
で
も
、
こ
う
し
た
例
外
的
な
ケ
ー
ス
が

フ
ィ
ー

ル
ド
か
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
十
分

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
。
こ
れ
で
筆
者
が

フ
ィ
ー
ル
ド
対
文
献
と

い
っ
た
図
式
よ
り
も
、
帰
納
法
対
演
繹
法

と
い
っ
た
図
式

の
ほ
う
が
ず

っ
と
重

要

で
あ
る
と
い
っ
た
意
味
が
理
解

し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

言
語
学
に
ふ
か
く
は
い
り
こ
ん
で
し
ま

っ
た
。
・し
か
し
、
こ
の
帰
納
法
対
演

繹
法
と
い
う
図
式
は
言
語
学

に
け

っ
し
て
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
化

研
究
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
帰
納
法

に
つ
い
て
、

フ
レ
イ
ザ
ー
の
つ
ぎ
の
こ

と
ば
を
お
も
い
だ
す
。

帰
納
的
方
法

の
こ
の

一
般
的
長
所
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
今
の
人
類

学
が
こ
の
方
法
に
従
う
べ
き
特
別
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
確
実

に
帰
納
を

行
う
た
め
に
は
多
く
の
事
実
の
集
積
が
必
要
で
す
。
し
た
が

っ
て
帰
納
的

科
学
は
、

一
般
化
を
行
う
に
先
だ

つ
事
実

の
集
積
期
を
不
可
欠
と
す
る
の

で
す
。
事
実

の
観
察
が
大
量
に
集
積
さ
れ
分
類
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
こ

に
通
底
す
る

一
般
法
則
が
表
面
に
浮
上
し
て
く
る
の
で
す
。
現
在

の
人
類

学
、
な
か
ん
ず
く
制
度
史
は
、
こ
の
資
料
収
集

の
段
階
に
あ
る
の
で
す
。

人
類
学

の
研
究
が
今
最
も
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
理
論
よ
り
も
事
実
な

の
で
す
。
起
源
を
扱
う
研
究

の
分
野
に
つ
い
て
は
特
に
そ
う
な
の
で
す
。

と

い
う
の
も
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
重
要
な
制
度
は
、

そ
の
起
源
を
未
開

の
段
階
に
探
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が

っ
て
、
人
類

の

黎
明
期

の
歴
史

の
研
究
に
と

っ
て
、
未
開
人
は
こ
の
上
な
く
貴
重
な
資
料

な

の
で
す
が
、
こ
の
資
料
が
、
当
然
そ
れ
に
値
す
る
注
目
を
は
ら
わ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
近
年

の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
そ
し
て
不
幸
な
こ
と
に
、

彼
ら
は
私
た
ち
の
眼
前
で
滅
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
i

(中
略
)
-

現
在

の
人
類
学
が
抱
え
る
最
も
緊
急

の
課
題

は
、
未
だ
消

滅

し

き

っ
て

は

い
な

い
未

開

人

の
諸

慣

習

や

も

の

の
考

え
方

を

、

こ

と

ご

と

く

姿

の
消

え
去

っ
て

し

ま

う
前

に
、

記

録

に
残

し

て

お

く

こ

と

な

の

で

す

。

(
フ
レ
イ

ザ

ー
。

折
島

・
黒

瀬
訳

一
九

八
六

"
七

)

こ
の
フ
レ
イ
ザ
ー
の
講
演
は

一
九
〇
四
年

に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
ど
き

「未
だ
消
滅
し
き

っ
て
は
い
な
い
未
開
人

の
諸
慣
習
や
も

の
の
考
え
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方
」
な
ん
て
問
題
に
し
て
な
ん
に
な
る
、
と

い
う
声
が
き
こ
え
て
き
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
言
語
学
が

「消
滅

の
危
機

に
瀕
し
た
言
語
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を

発
足
さ
せ
た
の
は
つ
い

一
九
九
〇
年
代
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
た
し

か
に
、
「未
開
人

の
諸
慣
習
」
と
い
う

の
は
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
た

だ
し
、
小
論
で
あ
げ
た

「儀
礼
的
狩
猟
」

に
つ
い
て
み
る
と
、
や
は
り
そ
の
デ

ー
タ
を
あ

つ
め
る
こ
と
が
肝
心
な
よ
う
に
お
も
う
。

一
九
〇
四
年
か
ら
ほ
ぼ

一

世
紀
が

た
つ
い
ま
、
フ
レ
イ
ザ
ー
り
こ
と
ぽ
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な

い
。
そ
れ

は
理
解
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
し
か
し
な
が

ら
、
「帰
納
的
方
法
」
と

「理
論

よ
り
も
事
実
」
と
い
う
基
本
的
態
度
に
は
、
筆
者
を
は
じ
め
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

ま
だ
よ
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
言
語
と
日
夜
格
闘
し
て
い
る
言
語
学
者
た
ち
は

お
お
い
に
共
鳴
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
基
本
姿
勢
と
小
論
と

の
関
係
は
な
ん
な
の
か
。
も
う
す
こ
し
、

具
体
的
に
の
べ
て
み
よ
う
。

問
題
と
な
る
の
は
横
田

(
一
九
六
九
)
や
千
葉

(
一
九
六
九
)
を
う
け

て
、

佐
々
木

(
一
九
七

一
)
が
提
示
し
た
焼
畑
農
耕
民

の
習
俗
11
儀
礼
的
狩
猟
と
い

う

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
、
『播
磨
国
風
土
記
』

の

一
節
を
お

い
て
、
稲
作
渡
来
以

前

の
縄
文
時
代
に
、
日
本

へ
も
た
ら
さ
れ
た
習
俗
で
あ
る
と

い
う
推
論

で
あ
る
。

ま
ず
佐
々
木
は
、
早
川
孝
太
郎
が
報
告
し
、
横
田
や
千
葉
が
引
用
し
た

シ
シ
祭

り
と

『播
磨
国
風
土
記
』

の

一
節
を
儀
礼

的
狩
猟
で
く
く
る
と
い
っ
た
モ
デ

ル

に
同
意
す
る

一
方
で
、
日
本
文
化
を
重
層

的
に
と
ら
え
る
岡

の
モ
デ
ル
に
同
意

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
は
帰
納
的

に
み
ち
び
か
れ
た
も

の
で
、
そ
れ
自
体

は
時
代
的
制
約
が
あ
る
も

の
の
、
あ
る
て
い
ど
の

コ
ソ
セ
ン
サ
ス
が
そ
の
時
代

に
は
え
ら
れ
た
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
佐

々
木
は
そ
の
モ
デ

ル
を
演
繹
的
な

も
の
と
し
て
う
け
い
れ
、
ふ
た

つ
を
か
さ
ね
あ
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
齟
齬
が
生
じ
る
。

つ
ま
り
、
『播
磨
国
風
土
記
』
が
え
が
き
だ
す
世

界
は
焼
畑
耕
作
民
の
そ
れ
と
は
ち
が
う
、
と
い
う
大
林
や
吉
田
の
指
摘
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ

ル
を
さ
さ
え
る
デ

ー
タ
は
当
然
こ
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、

ふ
た
つ
を
か
さ
ね
る
と
お
も
わ
ぬ
お
と
し
穴
に
は
ま
り
こ
む
こ
と
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
『播
磨
国
風
土
記
』

の

一
節

か
ら
え
ら
れ
る
古
代

の
習
俗
は
、
稲
作

耕
作
が
ひ
ろ
が

っ
た
の
ち
も
、
焼
畑
耕
作
民
が
も
た
ら
し
た
習
俗
が

の
こ
っ
て

い
る
結
果

で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
佐
々
木
は
こ

の
齟
齬

に
気
が

つ
い
て
い
な
い
の
か
、
ま

っ
た
く
こ
う
し
た
解
釈
を
提
示
し
て

い
な

い
。
さ
ら
に
あ
げ
れ
ば
、
鹿
と
稲

の
む
す
び
つ
き
は
弥
生
時
代
以
降
で
あ

る
と
す
る
、
考
古
学
者

の
春
成
秀
爾

の
指
摘
も
あ
る
。
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
な

ら
べ
た
あ
と
、
帰
納
的
に

一
般
化
を
お
こ
な
え
ば

こ
う
し
た
齟
齬
に
気
が

つ
く

し
、
こ
の
齟
齬
は
ほ

っ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
ほ
ど
楽
観
で
き
る
も

の
で
は
な

い
こ
と
に
気
が

つ
く
は
ず
だ
。
筆
者

は
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
演
繹
的
方
法
論
と
帰
納
的
方
法
論
の
大
前
提
を
議
論
し
て
き
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、
帰
納
的
方
法
論
と
演
繹
的
方
法
論

の
問
題
に
く
わ
え
て
、
う
え
で
あ

げ
た
フ
レ
ー
ザ
ー
の

「理
論
よ
り
も
事
実
」
と
い
う
指
摘

に
関
連
し
て
、
も
う

ひ
と
こ
と
の
べ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
直
接

『播
磨
国
風
土
記
』

の
一
節
と
は
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か
か
わ
ら
な
い
が
、
佐
々
木
が
依
拠
し
た
岡
正
雄
の
日
本
文
化

の
基
礎
構
造
に

つ
い
て
で
あ
る
。
岡
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文

『古
日
本
の
文

化
層
』
に
も
と
つ
い
て
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
日
本
文
化

の
基
礎
構
造
を
提
示
し
た
。

(
一
)
母
系
的

・
秘
密
結
社
的

・
芋

栽
培
ー
狩
猟
民
文
化

(二
)
母
系
的

・
陸
稲
栽
培
-
狩
猟
民
文
化

(三
)
父
系
的

・
「
バ
ラ
」
氏
族
的

・
畑
作
-
狩
猟
民
文
化

(四
)
男
性
的

・
年
齢
階
梯
制
的

・
水
稲
栽
培
-
漁
労
民
文
化

(五
)
父
権
的

・
「
ウ
ジ
」
氏
族
的

・
支
配
者
文
化

(岡

一
九
五
八

"
七
)

こ
の
岡
の
シ
ェ
ー

マ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
見
解
が
存
在
す
る
。

一
つ
は
住
谷

一
彦

の
見
方
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
大
林
太
良

の
見
方
で
あ
る
。
住
谷
は
岡
の

「古
日
本

の
文
化
層
」
に
つ
い
て
、
こ
う

の
べ
る
。

岡
さ
ん
の

「
文
化
層
」
論
は
、
考
古
学
、
先
史
学
、
総
じ
て
歴
史
学

に

み
ら
れ
る
よ
う
な
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
、
方
法
的
に
い
え
ば
概
念
実
在
的

な
思
考
と
は
無
縁
な
も

の
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
岡
さ
ん
も
或
る
と
こ

ろ
で
言
及
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、

そ
の

「
文
化
層
」

の
概
念

は
、
あ
く

ま
で
も
理
念
型

崔
①
巴
昌
b
二
ω
で
あ

り
、
決
し
て
実
在
型

幻
①
巴
畠
腰
ω
で

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
言

っ
て
み
れ
ば
そ
れ
で
も

っ
て
現
実
を
認
識
す
る

た
め
の
モ
デ

ル
で
あ
り
、
そ
れ
で
も

っ
て
現
実
の
模
写
を
目
指
す
も

の
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
カ
オ
ー
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
現
実

の
思
惟
的
整
序

を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
関
連
を
発
見
す
る
た
め
の
索
出
手
段

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「文
化
層
」

概
念
が
あ
た
か
も
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
現
実

の
歴
史

の
な
か
に
存
在
す

る
か
否
か
と
い
う
仕
方
で
妥
当
性
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
、
全
く
的
を
失
し

た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
(住
谷

一
九
七
九

"
四
四
〇
1
四
四

こ
一
方
、
大
林

(
一
九
七
七
)
は

「日
本
文
化

の
五

つ
の
源
流

-
日
本
民
族
起

源
論
と
岡
正
雄
学
説
」
と
題
し
て
、
住
谷
が

「全
く
的
を
失
し
た
も
の
」
と
の

べ
る
方
法
で
、
岡
の
提
出
し
た

シ
ェ
ー
マ
を
、
実
在
論

に
た
っ
て
検
証
し
て
い

る
。
こ
の
岡

の
理
論
に
た
い
す
る
ふ
た
つ
の
見
解
は
重
要
な
相
違

で
あ
る
。

つ

ま
り
、
岡
を
理
論
家
と
位
置
づ
け
、
日
本
を
多
く

の
文
化
層
か
ら
な
る
と
い
う

モ
デ

ル
を
提
示
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
か
、
あ
る
い
は
具
体
的
な
文
化
層
の
妥

当
性
を
問
題
と
す
る
か
と
い
う
ち
が

い
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
理
論

か
、

事
実

か
と

い
う
問
題
を
集
約
し
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

現
在
の
文
科
系

の
学
問
は
ほ
と
ん
ど
住
谷
の
見
方
に
荷
担
し
て
い
る
。
事
実

よ
り
も
、

い
か
に
解
釈
す
る
か
。
い
か
に
モ
デ

ル
化
し
て
、
欧
米

の
理
論

で
あ

じ

つ
け
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
理
念
型
と
い
う

の
は
時
代

と
と
も
に
変
化
し
、
岡
理
論
が
理
念
型
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は
い
ま
の
時
代

78



農耕儀礼と動物の血(下)

に

は

な

い
。

し

か

し

、

こ
う

し

た
住

谷

の
見

方

は

継

承

さ

れ
、

あ

る
文

化

に

つ

い

て

の
具

体

的

な
デ

ー

タ

よ

り
も

、

い

か

に
流

行

の
理

論

を
把

握

し

て

い
る

か

が

と

わ

れ

る

。

や

や
極

端

に

い
え

ぽ

、

サ

イ

ー

ド

の

オ

リ

エ
ソ

タ

リ
ズ

ム
と

ベ

ネ

デ

ィ

ク

ト

・
ア

ン
ダ

ー

ソ

ソ

の
想

像

の
共

同

体

、

カ

ル
チ

ュ
ラ

ル

・
ス
タ

デ

ィ

ー

ズ

を

う

た

い
文

句

に

し

た

国

民

国

家

形

成

論

(
こ

れ

ら
も

い
ず

れ

は

ふ

る

く

な

っ
て
し
ま

う
が

)

に

、

デ

ー

タ
を

あ

て

は

め

て

お

け

ば

よ

い

の

だ

。

か

つ

て
、

マ

ル

ク

ス
主

義

で

理
論

化

さ

れ

る

こ
と

の

ほ

う

が

、

事

実

を
記

述

す

る

よ

り

も

だ

い
じ

だ

っ
た

よ

う

に
。

こ
う

し

た

な

か

で
、

大

林

が

孤

軍

奮

闘

、

実

在

論

を

展

開

し

て

い

る

こ

と

は

尊

敬

に
あ

た

い
す

る
。

し

か

し

、

大

林

は
言

語

学

の
成

果

に
気

を

く
ば

っ
た
岡

の

シ

ェ
ー

マ
に

は

懐

疑

的

で
、

「
特

定

語

族

な

い

し

語

群

を

担

い
手

と

す

る
種

族

文

化

複

合

と

い
う

概

念

で

は

、

た

と

え
ぽ

交

易

な

ど

を

媒

介

と

し

た

個

別

的

な
文

化

要

素

の
伝

播

・
浸

透

な

ど

の
現

象

が

う

ま

く

蔽

え

な

い

と

い
う

反

面

が

あ

る
」

(大
林

一
九

七
七

二

六

三
)

と

し

て
、

語

族

に

よ

る

担

い

手

と

い
う

見

方

は

留

保

し

て

い

る
。

言

語

学

を

や

っ
て

い
る

も

の

に

は

こ

の

へ
ん
が

不

満

で

あ

る

。

さ

い
き

ん

、

オ

ー

ス
ト

ロ
ネ

シ

ア
語

族

に

つ
い

て

は

、

そ

の
源

郷

を

は

じ

め

、

祖

語

時

代

の
文

化

に

つ

い

て
も

お

お

く

の

こ

と
が

わ

か

る

よ

う

に
な

っ

て
き

た

。

た

と

え

ば

、

↓
蔓

8

(Φ
α
)

に

よ

る

『
オ

ー

ス
ト

ロ
ネ

シ

ア
比

較

言

語

辞

典

』

や

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
国

立

大

学

が

中

心

と

な

っ
た

勺
Φ
け奠

切
①
一竪

≦
o
o
9

冒

日
o
ω
旨

句
o
×

節

】)
霞

『
①
宦
↓
蔓

o
昌

(①
山
ω
)

(お
㊤
切
)
鴇
一
四
日
①
ω
一
・
国
o
×

卿

Ω

窪

o
a

QD
讐
ゴ
曾

(Φ
α
ω
)

(
一
㊤
Φ
①
)

な

ど

の
論

文

集

が

出

版

さ

れ

た
。

こ

れ

を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
。
さ
い
き
ん
の
オ
ー
ス
ト

ロ
ネ

シ
ア
研
究

に
は
目
を

み
は
る
も

の
が
あ
る
。

い
く

つ
か
重
要
な
も
の
を
、

一
九
九
四
年
以
降

に
か
ぎ

っ
て
、
欧
文
参
考
文
献
と
し
て
、
さ
い
ご
に
あ
げ
て
お
い
た
。
も
し
実
在
論
を

堅
持
し
た
い
の
で
あ
れ
ぽ
、
言
語
は
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
語
族

に
よ

る
担

い
手
と
い
う
見
方
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
の
は
た
し
か
だ

が
、
単
語
の
借
用
関
係
と
文
化
項
目
の
借
用
関
係
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
以
上
、
言
語
学

の
成
果
を
軽
視
す
る
こ
と
は
な

い
。
オ
ー
ス

ト

ロ
ネ
シ
ア
語
族
は
日
本

の
文
化
形
成
に
な
に
か
し
ら

の
影
響
を
あ
た
え
た
こ

と
は
う
た
が
い
な
い
。
岡

の
理
論
を
実
在
論
的
に
検
証
す
る
と
き
に
は
、

こ
う

し
た
研
究
を
網
羅
的

に
あ

つ
め
て
、
帰
納
的

に
構
築
し
て
ほ
し
い
と
ね
が
う
の

だ
が
、
専
門
化

の
す
す
ん
だ

い
ま
と
な

っ
て
は
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
の
が
現

実
な
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
こ
こ
で
も
う
ひ
と

つ
、
理
論
か
事
実
か
と
い
う
問
題

に
関
連
し
て
、

東
洋
史
学
者
宮
崎
市
定

の
こ
と
ぽ
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

日
本

の
歴
史
学
界
に
唯
物
史
観
が
輸
入
さ
れ
て
か
ら
色
々
な
混
乱
が
起

き
た
。
最
も
困
る
の
は
事
実
よ
り
も
理
論
を
優
先
さ
せ
る
者

の
多
い
こ
と

で
あ
る
。
中
世
は
封
建
時
代

の
世

の
中
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
中
国
古
代

の

封
建
は
封
建
で
は
な
い
、
な
ど
と
言
い
出
す
。
強
い
て
中
国
古
代
の
封
建

制
を
、
封
建
と
し
て
生
か
そ
う
と
思
え
ぽ
、
郭
沫
若
の
よ
う

に
中
国
中
世

は
周
代
か
ら
始
ま

っ
た
、
な
ど
と
規
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
史
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観
と
は
そ
も
そ
も
歴
史
事
実
の
見
方

、
説
明

の
仕
方

で
あ
る
べ
き
で
あ

っ

て
、
先
ず
史
観
を
立

て
て
か
ら
史
実

を
そ
れ
に
奉
仕
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、

本
末
顛
倒
こ
れ
よ
り
甚
だ
し
き
は
な

い
。
(宮
崎

一
九
七
九

二

四
〇
)

宮
崎
は
理
論
か
事
実
か
と
い
う
問
題
と
史
実
に
も
と
つ
く
帰
納
法

か
史
観
を

さ
き
に
た
て
る
演
繹
法
か
と
い
う
問
題

の
関
連
性
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
歴
史
学
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
う
え

の
議

論
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、
演
繹
法
と
帰
納
法
に
は
じ
ま

っ
て
、
理
論
か
事
実
か
と
い
う
問
題
を

み
て
き
た
。
た
だ
し
、
事
実
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
解
釈

の
な
い
事
実
は
な
い
と
い

っ
た
立
場
が
存
在

す
る
こ
と
だ
。
そ
う
し
た
指
摘
に
そ
な
え

る
た
め
に
、
事
実
を
な
ま
の
デ
ー
タ

と
お
き
か
え
て
み
よ
う
か
と
も
お
も

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
て
、
デ
ー
タ
は

デ
ー
タ
を
あ

つ
め
た
人
の
恣
意
的
操
作
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
れ
ば
き

り
が
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
の
べ
た
事
実
と
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
え
ら

れ
る
、
客
観
的
な
デ

ー
タ
と

い
う
ぐ
ら
い
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
た
事
実
を
め
ぐ
る
議
論
は
さ
て
お
き
、
筆
者
は
事
実

か
ら
出
発
し
て
、

帰
納
的
に
理
論
を
み
ち
び
き
た
い
と
か
ん
が
え
て
い
る
。
そ
の
立
場
に
た
て
ば
、

こ
ん
こ
の
課
題

に
た
い
す
る
筆
者

の
方
向
性
は
お
の
ず
と
き
ま

っ
て
く
る
。
そ

こ
で
、
こ
ん
こ

の
課
題
と
し
て
、
ふ
た
つ
あ
げ

て
、
小
論
を
し
め
く
く
り
た
い
。

ど
ち
ら
も
言
語
学
と
関
連
す
る
。
ま
ず
第

一
に
は
、
共
時
的
な
レ
ベ
ル
と
通
時

的
な
レ
ベ
ル
の
区
別
を
は
っ
き
り
と

つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
儀
礼
的
狩
猟
に
つ
い
て
、
分
析
す
る
た
め
の
儀
礼

の
意
味
分
析
を
か

ん
が
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
以
上
、
二
点

で
あ
る
。
ま
ず
、
共

時
的

レ
ベ
ル
と
通
時
的

レ
ベ
ル
の
混
同
に
つ
い
て
の
べ
る
。

『播
磨
国
風
土
記
』

の
成
立
年
代

に
つ
い
て
、
秋
本
校
注

(
一
九
五
八
)
は

「和
銅
六
年

(七

一
三
)
の
官
命
後
幾
程
も
な
く

一
応

の
編
述

を
了
え
た
も
の

と
見
て
よ
い
」
(二
七
頁
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
時
代

の
共
時
的

な
農
耕
儀
礼
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
小
論

で
と
り
あ
げ

た
論

文

の
多
く
は
、
た
ぶ
ん

『播
磨
国
風
土
記
』
全
文
を
よ
ま
ず

し
て
、
ま
こ
び
き

し
て
か
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
自
体
を
け

っ
し
て
せ
め
る
つ
も
り
も
な

い
。
ま
.た
、
告
発
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
共
時
的
な

レ
ベ

ル
で
の
考
察
ぬ
き
に
、
通
時
的
な
考
察

に
走

っ
て
し
ま
う
の
は
危
険
だ
。
そ
う

い
い
た
い
の
で
あ
る
。
ど
う
も
類
似
し
た
民
俗
を
時
代
考
証
抜
き
に
、
あ
ん
い

に
む
す
び

つ
け
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。

も
う
す
こ
し
旦
ハ体
的

に
は
、
共
時
的
な
記
述
と
通
時
的
な
論
証
が
混
同
さ
れ

て
い
る
例
と
し
て
、
ふ
た
た
び
佐
々
木
高
明
の
研
究
を
と
り
あ
げ

て
み
よ
う
。

佐

々
木
は
、
儀
礼
的
狩
猟

の
例
と
し
て
、
イ

ソ
ド

の
パ
ー
リ
ア
族

の
共
同
狩
猟

な
ど
と
日
本

の

「
シ
シ
マ
ッ
リ
」
を
あ
げ

た
あ
と
、

こ
う
の
べ
て
い
る
。

だ
が
、
日
本
と
イ
ソ
ド
と
で
は
、
地
域
的

に
は
あ
ま
り
に
も
隔
た

っ
て

お
り
、
両
者

の
直
接
的
連
関
を
論
ず
る
こ
と
に
は
大
き
な
抵
抗
を
感
ず
る
。
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こ

の
二

つ
を

つ
な
ぐ
失

わ
れ
た
環

は
見
出

せ
な

い
も

の
だ
ろ
う
か
。

(佐
々
木

一
九
七

一
"
二
三
二
)

そ

し

て
、

ラ

ー

マ

ソ

の
あ

げ

る

ヴ

ェ
ト

ナ

ム

の

ム

オ

ン

の
例

や
台

湾

の
少

数

民

族

の
例

を
報

告

し
、

つ
ぎ

の

よ
う

に
結

論

づ

け

る
。

事
例

の
数
と
場
所
が
か
な
り
限

ら
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
イ
ン
ド

シ

ナ
や
台
湾

の
例
を
中
間

に
は
さ
め
ば

、
わ
が
国
と
イ
ン
ド

の
春

の
儀
礼
的

狩
猟
の
慣
行

の
系
譜
と
そ
の
伝
来

の
方
向
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
。
お

そ
ら
く
、
そ
れ
は
東
南

ア
ジ
ア
に
お
け
る
オ
カ
ボ
栽
培
型
に
先
行
す
る
雑

穀
栽
培
型

の
焼
畑
耕
作
文
化
を
構
成
す
る

一
つ
の
文
化
要
素
と
し
て
、
東

南

ア
ジ
ア
か
ら
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
も
の
と
仮
定
し
て
ほ
ぼ
誤
り

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(二
三
四
頁
)

こ
の
佐
々
木
の
論
法

に
は
お
お
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
佐
々
木
が

の
べ

て
い
る

「
こ
の
二
つ
を
つ
な
ぐ
失
わ
れ
た
環
」
と
い
う
表
現
に
か
か
わ
る
。
こ

こ
で
の

「失
わ
れ
た
環
」
と
は
、
現
時
点

で
の
分
布
を
さ
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
共
時
的
な
レ
ベ
ル
で
の
非
連
続
的
分
布
を
ミ
ッ
シ
ン
グ

・
リ
ン
グ
と
よ
ぶ

の
が
適
切
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
お
お
き

な
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
言
語

学

の
成
果
を
み
れ
ば
問
題

の
所
在
が
あ
き

ら
か
と
な
る
。
共
時
的
な
分
布

に
連

続
性
が
な
く
て
も
、
通
時
的
に
い
え
ば
、
同
系

で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は

系
統

の
こ
と
な
る
ト
ル
コ
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
で
連
続

し
て
い
な
い
印
欧
語

の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
れ
ほ
ど
は
な
れ
て
い
る
が
、

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
の

マ

ラ
ガ

シ
ー
語
は
オ
ー
ス
ト

ロ
ネ
シ
ア
語
族

に
属
す
る
。
厳
密

に
い
え
ば
、
も
う

い
ち
ど
、
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
、
な
に
を
も

っ
て
儀
礼
的
狩
猟
と
よ
ぶ
の
か
と

い
う
点
も
ふ
く
め
て
、
そ
の
共
時
的
な
分
布
と
通
時
的
な
解
釈
を
議
論
し
な
お

・

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
時
間
軸

の
混
同
が
な
ぜ
お
こ
る
か
。
そ
れ
は
共
時
的
な
分
析
方
法

が
確
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
儀
礼
分
析
を
主
観
的

・
個
人
的
な

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
あ

る

一
定

の
規
則
に
の

っ
と
れ
ば
到
達
で
き
る
普
遍
的
な

レ
ベ
ル
で
お
こ
な
え
な
い
の
か
。
儀
礼
比
較
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
あ
る

程
度

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
え
ら
れ
る
よ
う
な
規
準
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
現
在
の
シ
シ
マ
ッ
リ
と

『播
磨
国
風
土
記
』

に
記
載
さ
れ
た
儀
礼
と

の
関
係
や
東
南

ア
ジ

ア
で
の
農
耕
儀
礼
と
の
関
係
も
も

っ
と
明
瞭
と
な
る
。
そ

の
規
準
を
ど

の
よ
う
に
設
定
す
る
か
。
そ
れ
が
第
二
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
儀
礼
分
析

の
試
論
を

つ
ぎ

に
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
儀
礼
素
と
い
っ
た

も

の
を
た
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
儀
礼
素

の
弁
別
的
特
徴
、
す
な

わ
ち
素
性
を
た
て
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
素
の
類
似
程
度
を

は
か
る
と
い
っ
た
方
法
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
言
語
学
の
方
法
論
を

適
応
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
言
語
学

に
お
け
る
比
較
方
法
を
念
頭
に
お
き
、
農

耕
儀
礼

に
お
け
る
比
較

の
方
法
を
た
て
て
み
た
い
。
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。
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こ
か
ら
説
明
を
は
じ
め
よ
う
。
比
較
方
法
と
は
、
ふ
た

つ
以
上

の
言
語
が
共
通

の
源
で
あ
る
祖
語
か
ら
わ
か
れ
た
か
ど
う

か
、
す
な
わ
ち
同
系
か
ど
う
か
を
証

明
す
る
方
法
で
あ
る
。

い
く

つ
か
の
言
語
が
系
統
を
お
な
じ
く
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
音
韻
変
化
が
規
則
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
事
実
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
証
明
さ
れ
た
が
、
そ
の
方
法
が
確
立
し
た
の
は

一
九

世
紀

の
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
言
語

の
比
較
研
究
は
、
音
韻
と
い
う
よ
り
小
さ
な

レ
ベ
ル
を
か
ん
が
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

ま
た
そ
の
音
韻
が
規
則
的
に
変
化
す

る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
で
、
厳
密
な
実
証
的
研
究
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
ふ
た

つ
以
上

の
言
語
に
つ
い
て
、
お
な
じ
意
味
を

も

つ
単
語
の
音
韻
を
比
較
し
、
そ
の
対
応

の
仕
方
に
規
則
性
が
み
い
だ
さ
れ
る

か
ど
う
か
を
検
証
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

そ
の
規
則
性
が
だ
れ
の
目
か
ら
も
あ

き
ら
か
に
な

っ
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
言
語
が
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

る
。

こ
の
方
法
を
比
較
方
法
と
よ
ぶ

の
で
あ
る
。

そ
の
後
二
〇
世
紀
に
は
い
っ
て
、
言
語

学
は
通
時
的
研
究
よ
り
も
共
時
的
研

究
が
さ
か
ん
に
な
る
。
す
る
と
、
音
韻
や
音
素
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
い
レ
ベ
ル

で
の
分
析
が
な
さ
れ

る
よ
う

に
な
る
。

そ
れ
が
弁
別

的
特
徴

(島
ω叶ぎ
。梓ぞ
①

hΦ讐
霞
Φω)
と
よ
ぼ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
弁
別
的
特
徴
と
は
な
に
か
。
旦
ハ体
的

に
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

b
＼
び

と
い
う
音
素
が
あ

る
。
そ
の
調
音
点

(両
唇

音
)
や
調
音

の
仕
方

(閉
鎖
音
)
は
お
な
じ
だ
が
、
無
声
と
有
声
と
い
う
対
立

一

だ
け
が
あ
る
。
こ
れ
を
言

い
な
お
す
と
、
b
＼び
の
対
立
は
弁
別
的
特
徴

で
あ
る

[
一
有
声
]
と

[+
有
声
]
の
対
立

で
あ

る
、
と

い
う
。

つ
ま
り
、
音
素

よ
り

も
さ
ら
に
小
さ
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
有
声
性
や
調
音
点
に
よ
る
素
性
、
調
音

の
仕

方

に
よ
る
素
性
を
弁
別
的
特
徴
と
よ
ぶ
。
そ
し
て
、
音
素
は
こ
の
弁
別
的
特
徴

の
束
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
弁
別
的
特
徴
は

[±
素
性
」
と
し
て
表

示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
な
に
を
弁
別
的
特
徴
と
み
な
す
か
に
つ
い
て
は
、

言
語
学
者
に
よ

っ
て
若
干
こ
と
な
る
が
、
弁
別
的
特
徴
を
た
て
る
こ
と
に
は
異

論

は
な

い
。

そ
こ
で
、

こ
の
言
語
学

の
成
果
を
儀
礼
研
究
に
あ

て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
儀
礼
を
あ
る
程
度
普
遍
的
な
尺
度
を
導
入
し
て
比
較
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
言
語

の
比
較
研
究

に
必
要
だ

っ

た
音
韻
や
音
素
に
あ
た
る
も
の
を
た
て
れ
ぽ
可
能

で
は
な

い
か
。
ま
た
、
は
た

し
て
儀
礼

の
弁
別
的
特
徴
は
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問

い
に

対
し
て
は
そ
れ
を
解
く
鍵
が
あ
る
。
そ
れ
は
弁
別
的
と
い
う
概
念

に
あ
る
。
弁

別
的
と
は
、
あ
る
素
性
が
関
与
す
る
こ
と
で
意
味
的
差
異
が
生
じ
る
こ
と
を
い

う
。
た
と
え
ぽ
、
日
本
語

で
σ
鋤
冨

び
鋤
閃
鋤
《馬
鹿
、
馬
鹿
》
と
冨

冨

冨

冨

《
(馬
が
)
ぼ
か
ば

か
》
と
が
意
味
に
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
の
は
b
＼び
が
弁
別
的

で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
お
も

い
き
り
息
を
は
き
な
が
ら

(音
声
学

用
語
で
は
帯
気
音
と
よ
ぶ
)
[σ
"鋤
『
四
げ
げ
气
包

《
馬
鹿
、
馬
鹿
》
と

い

っ
た
と

し
た
ら
、
女
性
が

一
種

の
愛
情
表
現
と
し
て
発
し
た
と
か
、

か
ぜ

を
ひ
い
て
の

ど

に
違
和
感
を
か
ん
じ
て
咳
を
し
そ
う
な
と
き
に
発
し
た
と
か
、
そ
う
い
っ
た

言
語
外

コ
ン
テ
キ

ス
ト
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
的

な
意
味

は
か
わ
ら
な

い
。
こ
れ
は
日
本
語

に
お

い
て
、
げ
＼び
、
つ
ま
り
素
性
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[
一
帯
気
]
と

[+
帯
気
]
が
弁
別
的

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
類
推
を

儀
礼

に
あ
て
は
め
れ
ば
、
儀
礼
に
お
け
る
弁
別
的
特
徴
を
た
て
る
こ
と
が

で
き

る
。
そ
こ
で
、
儀
礼

の
有
意
味
な
要
素
、
差
異
を
う
み
だ
す
素
性
を
儀
礼

の
弁

別
的
特
徴
、
あ
る
い
は
た
ん
に
素
性
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
分
析
す
る
の
か
。
『播
磨
国
風
土
記
』

の
讃
容
郡
、

賀
毛
郡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
儀
礼
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
の
弁
別
的
特
徴

に
よ
る

分
析

の
有
効
性
を
み
て
お
こ
う
。
こ
こ

で
の
解
釈
は
、
『播
磨
国
風
土
記
』
で

の
描
写
が
農
耕
儀
礼
で
あ
る
と
い
っ
た
大
前
提

に
た

っ
て
い
る
。
『播
磨
国
風

土
記
』

の
記
載
事
項

は
い
っ
さ
い
事
実
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
た
ん
な
る

「
つ

く
り
話
」

に
す
ぎ
な
い
。
そ
う

い
っ
た
立
場
で
は
、
東
南

ア
ジ
ア
の
農
耕
儀
礼

と
対
比
さ
せ
る
こ
と
じ
た
い
が
意
味
を
な
さ
な
い
。
農
耕
儀
礼
と
み
な
せ
ぽ
、

東
南

ア
ジ

ア
の
農
耕
儀
礼
と
の
共
通
す

る
弁
別
的
特
徴
と
し
て
、
[
+
血
]
を

あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の

[+
血
]
と
い
う
素
性
を
手
が
か
り
に
、
上
位

の
意
味
素
性
か
ら
下
位

の
意
味
素
性

へ
と
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
儀
礼
の
遠
近
度
を
さ
ぐ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
こ
の
方
法
論

に
よ

る
利
点

で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
上
位

の
意
味
素
性

か
ら
下
位

の
意
味
素
性

へ
、
分
析

の
手
順
は

ど
う

い
っ
た
も

の
な
の
か
。
た
と
え
ぽ
、
う
え
で

[
+
血
]
と
い
う
素
性
を
あ

げ
た
。
血
を
だ
す
も

の
は
か
ぎ
ら
れ
る
。
植
物
や
物

か
ら
は
血
は
で
な
い
。
そ

こ
で
、
こ
の
素
性
は

[+
動
物
]
と
同
様

で
あ
る
。
そ
し
て
、
動
物
を
人
間
と

人
間
以
外
に
わ
け
る
こ
と
は
ご
く

一
般
的

な
分
類
法
で
あ

る
。
そ
こ
で
、

[+

動
物
]
を

[
+
人
間
]
と

[
一
人
間
]

に
わ
け
る
。
す
る
と
、
前
者
は
人
身
供

犠
を
意
味
す
る
。
稲
作
儀
礼
と
し
て
人
身
供
犠
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い

っ

た
報
告
は
雲
南

の
少
数
民
族

ワ
人
な
ど

に
み
ら
れ
る

(鳥
越

一
九
九
五
)
。
こ
う

し
た
下
位
区
分
を
次
々
と
た
て
る
こ
と
で
、
出
血
供
犠

の
連
関
性
を
素
性

に
よ

っ
て
表
示
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

[
一
人
間
]
は
さ
ら
に

[
+
家
畜
]

(ウ
シ
、
ス
イ
ギ

ュ
ウ
、
ブ
タ
、

ニ
ワ
ト
リ
、
ヤ
ギ
な
ど
)
[
一
家
玄
田]

(シ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
)
に
、
下
位
素
性
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
素
性

に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
の
意
味
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
素
性
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
事
実

に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
る
。

動
物
の
意
味
範
躊
は
、
人
間
を
包
摂
し
、
動
物
で
あ
る
が
人
間
で
は
な
い
意
味

範
疇
は
、
家
畜
を
包
摂
す
る
。
こ
う
し
た
普
遍
的
な
意
味
範
疇

の
構
造
に
依
存

し
て
は
じ
め
て
、
儀
礼

の
弁
別
的
な
素
性
が
構
造
を
も

つ
。
い
い
か
え
れ
ぽ
、

こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
意
味
素
性

に
も
と
つ
く
方
法
論
は
普
遍
性
を
も
つ
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
分
析
方
法
は
比
較
す
る
さ
い
に
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
比
較

の
規

準
と
な
る
素
性
が
ど

の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
か
。
こ
ご
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
農
耕
儀
礼

に
お
け
る
出
血
儀
礼
を
例

に
か
ん
が
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
に
よ
れ
ぽ
、
出
血
儀
礼
と
し
て
、
有
名
な
の
は
人
身
供
犠
、
現
在
も

っ

と
も
多
い

ニ
ワ
ト
リ
供
犠
と
ブ
タ
供
犠
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
農
耕
儀
礼

で
み
ら

れ
る
ス
イ
ギ

ュ
ウ
供
犠
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
、

シ
カ
供
犠
を
比

較
す
る
と
、

ヒ
ト
と
ほ
か
の
ニ
ワ
ト
リ
、
ブ

タ
、

ス
イ
ギ

ュ
ウ
お
よ
び

シ
カ
と
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で
は
素
性
的

に
あ
き
ら
か
に
距
離
が
あ
る
。

一
方
、

ニ
ワ
ト
リ
と
ブ

タ
、

ス
イ

ギ

ュ
ウ
で
は

[
+
家
畜
凵
と
い
う
素
性
ま

で
が
お
な
じ
で
あ
る
が
、

シ
カ
で
は

[+
家
畜
]
と
い
う
素
性
は
関
与
し
な
い
。
.

こ
う
し
た
素
性
分
析
を
と
お
し
て
、
ど

ん
な
こ
と
が
い
え
る
の
か
。
ま
ず
、

一
般
論
か
ら
の
べ
る
。
第

一
に
、
下
位
素
性
を
共
有
す
る
儀
礼
は
近
親
性
が
た

か
い
と
か
ん
が
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
通
時
的
に
い
え
ば
、
人
身
供
犠

は
な
く
な
り
、

い
く

つ
か
は
動
物
供
犠

へ
と
移
行
し
た
と
か
ん
が
え
る
の
が

一

般
的

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
動
物
供
犠
で
も

い
ち
ど

[
+

ニ
ワ
ト
リ
]

の
レ
ベ
ル

ま
で
お
り
て
し
ま
う
と
、
色

に
よ
る
弁
別

な
ど

へ
と
意
味
素
性
が
さ
ら
に
下
位

へ
移
行
し
て
し
ま
う
。
筆
者

の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
ム
ン
ダ
人
の
場
合
、

ニ
ワ

ト
リ
の
色
に
よ

っ
て
捧
げ
ら
れ
る
神
が
こ
と
な
る
。

つ
ま
り
、

一
般
的
な
傾
向

と
し
て
、
上
位
素
性
か
ら
下
位
素
性

へ
移

行
し
や
す

い
と
い
え
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
う
し
た

一
般
的
な
傾
向
を
比
較
の
さ
い
の
目
安
と
し
た
い
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
こ
の
事
例

で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

シ
カ
と
ほ
か
の
動
物

で
は

[
一
家
畜
凵
[
+
家
畜
]

の
ち
が
い
が

あ
る
。
ま
た
、

[+
シ
カ
]
と

い
う

素
性
自
体

は
東
南

ア
ジ
ア
の
も

の
で
は
な
く
、
北
方

の
も

の
で
あ
る
。
北
方

の

シ
ャ
ー
マ
ソ
が

シ
カ
の
皮
を
使
用
す
る
。
儀
礼
と
シ
カ
を
む
す
ぶ
の
は
北
方
的

と
い
え
る
。

一
方
、
農
耕
儀
礼
、
と
り
わ
け
稲
作
儀
礼
に
お
い
て
、
イ
ソ
ド
ネ

シ
ア
で
は

[+
ス
イ
ギ

ュ
ウ
]
と
い
う
素
性
が
大
き
な
意
味
を
も

つ
。
か

つ
て
、

山
Φ
一
〇
ωω①
一ぎ

α
Φ
冒
昌
σQ
(H㊤
①㎝)
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
東
南

ア
ジ
ア
大
陸
部
の

農
耕
儀
礼
に
つ
い
て
、
稲
ー
ス
イ
ギ

ュ
ウ
ー
死
ー
再
生
複
合
観
念
を
共
通

の
特

徴
と
し
て
、
意
味
素
性
分
析
を
こ
こ
ろ
み
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
じ

つ
は
、

こ
の

ス
イ
ギ

ュ
ウ
と
シ
カ
を
む
す
ぶ
素
性
が
あ
る
。
そ
れ
は

[+
角
凵
で
あ
る
。
こ

の
素
性
分
析
に
も
と
づ
け
ば
、
南

か
ら
稲
を
も
ち
こ
ん
だ
人
々
が
、

ス
イ
ギ

ュ

ウ
の
代
わ
り
に
シ
カ
を
動
物
供
犠
に
も
ち
い
た
。
そ
う
い
っ
た
解
釈
が
な
り
た

つ
。
な
お
、
こ
の
出
血
儀
礼

の
意
味
に
つ
い
て
ぽ
、
α
Φ
一
〇
ωω①
一ぎ
住
①
一
〇
冨
αq
が

指
摘
し
た
死
-
再
生
原
理
と
み
な
せ
ぽ
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
が
筆
者

の
解
釈
試
論

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
ど
う
も
儀
礼
的
狩
猟
と
連
関
さ
せ
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
が
め
だ

っ
た
。
し
か
し
、
儀
礼
的
狩
猟
と

『播
磨
国
風
土
記
』
の

一
節
と
の
関
連
性
は

自
明

の
理
で
あ
り
、
も
う
定
説
に
な

っ
て
い
る
の
だ
と
い
っ
た
よ
う
に
断
定
す

る
の
は
危
険
だ
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
後
者
を
イ
ン
ド
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
儀
礼
的
狩
猟
と
同
根
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
、
狩
猟

の
対
象
が

シ
カ
と

い
う
点

に
ど
う
し
て
も
ひ
っ
か
か
る
。

つ
ま
り
、

シ
カ
が
儀
礼
的
に
意
味
を
も

つ
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に

一
般
的

に
は
北
方
的
と
か
ん
が
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
通
時
的

に
イ

ン
ド
で
の
儀
礼
的
狩
猟
と
む
す

び

つ
け
る
こ
と
が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
。
議
論
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り

も
、
農
耕
儀
礼

に
お
け
る
ス
イ
ギ

ュ
ウ
供
犠
と
む
す
び

つ
け
た
ほ
う
が
、
自
然

で
は
な
い
か
。
素
性
分
析
が

こ
の
仮
説
を
支
持
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
共
時

的
な

レ
ベ
ル
で
、
儀
礼
的
狩
猟
が
ど
こ
ま
で
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま

で
、
あ
き
ら
か
に
な

っ
た
と
は
い
え
な
い
。
ラ
ー
マ
ン
以
後
、
研
究
が
す
す
ん

84



農耕儀礼と動物の血(下)

だ
よ
う
に
は
と
て
も
お
も
え
な
い
。
『播

磨
国
風
土
記
』

の

一
節
と
儀
礼
的
狩

猟

の
連
関
を
か
ん
が
え
る
前
に
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
集
積
は
か
か
せ
な
い
。

さ
い
こ
の
章
は
余
分
だ

っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
帰
納
的
な

方
法
論
と
演
繹
的
な
方
法
論
と
い
う
の
は
根
源
的
な
問
題
で
あ

っ
て
、
帰
納
的

方
法
論
を
と
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
は
こ
ん
こ
の
筆
者

の
研
究
す
べ
て
に
つ

う
じ
る
こ
と
な

の
で
、
ど
う
し
て
も
の
べ
て
お
き
た
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で

問
題
と
な
る
よ
う
な
儀
礼
的
狩
猟
と

『播
磨
国
風
土
記
』

の
一
節
や
早
川
孝
太

郎
が
報
告
す
る
シ
シ
祭
り
と

の
関
連
を
論

じ
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
を
と
り
あ

つ

か
う
民
族
学
と
密
接

に
か
か
わ
る

(あ
る
い
は
、
か
つ
て
は
密
接
に
か
か
わ

っ
て

い
た
と
い
い
な
お
し
た
方
が
現
実
に
そ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
)
言
語
学
か
ら
み

る
と
、
ど
う
も
共
時
的
レ
ベ
ル
と
通
時
的

レ
ベ
ル
の
混
同
が
気

に
な

っ
た
。
さ

ら
に
、
岡
の
モ
デ

ル
な
ど
も
あ
き
ら
か
に
言
語
学

の
影
響
下

に
た
て
ら
れ
た
シ

ェ
ー

マ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
語
学
不
在

の
か
た
ち
で
議
論
が
す
す
ん

で
い
る
気
が
し
た
の
で
、

つ
い
つ
い
ひ
と

こ
と
お
お
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

さ
い
ご
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

へ
の
異
議
を
と
な
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
筆

者
自
身

の
解
釈
も
し
め
し
た
。
筆
者

は

『播
磨
国
風
土
記
』

の

一
節
と
儀
礼
的

狩
猟
と
は
む
す
び

つ
け
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
儀
礼
的
狩
猟
と
い
う
も

の
を
は

ず
し
た
う
え
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ス
イ
ギ

ュ
ウ
供

犠
と

『播
磨
国
風
土
記
』
の
記
載
を
関
連
づ
け
た
。
そ
の
さ
い
、
こ
れ
ま
で
の

血

の
呪
術
な
ど

の
解
釈
で
は
な
く
、
稲
魂
再
生
原
理
に
も
と
つ
く
儀
礼
と
の
解

釈
を
し
め
し
た
。
こ
れ
ら
の
仮
説
は
筆
者
独
自

の
見
解
が
な
い
と
の
批
判

に
ご

た
え
る
た
め
に
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
仮
説

の
妥
当
性

に
つ
い
て
、
自
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
説
明
不
足
で
と
う
と

つ
な

印
象
を
あ
た
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者

は
現
在

ム
ソ
ダ
人

の
農
耕
儀
礼
に
つ

い
て
ま
と
め
て
い
る
。
筆
者

の
仮
説
等

に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
稲
作
儀
礼
全
般

の

な
か
で
論
じ
ら
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
れ

ば
さ
い
わ

い
で
す
。

一
二

お
わ
り

に

小
論

で
は
、
『播
磨
国
風
土
記
』
の
讃
容
郡

の
條
と
賀
毛
郡
雲
潤
里

の
條
が

ど
う
引
用
さ
れ
て
き
た
の
か
を
み
て
き
た
。
さ
い
し
ょ
の
目
的
で
は
、
専
門
分

野
が
こ
と
な
れ
ば
、
引
用

の
さ
れ
か
た
が
ど
の
よ
う
に
こ
と
な
る
か
を
あ
き
ら

か
に
し
た
か

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的

に
そ

っ
て
、
章
だ
て
を
し
た

つ
も
り

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
論
を
ふ
り
か
え
る
と
、
論
じ
か
た
に
む
ら
が
あ
る
。

正
直
い
っ
て
、
儀
礼
的
狩
猟

に
つ
い
て
が
中
心
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ
も

た
ぶ
ん
、
儀
礼
的
狩
猟
が
筆
者
が

フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
ム
ン
ダ
人

の
あ
い
だ
に

も
み
ら
れ
る
と
い
う
理
由
か
ら
そ
う
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

あ
え
て
儀
礼
的
狩
猟
論
と
せ
ず
、
引
用
史
と
い
う
体
裁
を
堅
持
し
た
の
は
ネ
フ

ス
キ
ー
や
中
山
太
郎
、
そ
し
て
倉
野
憲
司
と
い
っ
た
わ
す
れ
ら
れ
た
業
績
を
ほ

り
お
こ
す
ね
ら
い
も
あ

っ
た
。

か

つ
て
は
、
専
門
分
化
が
す
す
ん
で
い
な
か
っ
た
。
国
文
学
者

の
倉
野
憲
司

が
民
俗
学
的
視
点
を
披
露
し
た
り
、
農
業
経
済
史
家

の
木
村
靖
二
が
記
紀
を
論
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じ
た
り
、
い
ま
で
は
か
ん
が
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
専
門
化
が
す
す
ん
だ

現
在
、
言
語
学
を
専
門
と
す
る
筆
者
が
国
文
学
や
日
本
史

の
業
績
を
紹
介
す
る

の
に
は
、
た
め
ら
い
や
と
ま
ど

い
が
ど
う

し
て
も

つ
き
ま
と
う
。
そ
う
し
た
態

度
が
日
本
史
や
国
文
学
を
紹
介
す
る
と
き

の
き
れ
の
わ
る
さ
に
つ
な
が

っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
儀
礼
的
狩
猟
に

つ
い
て
は
、

ム
ン
ダ
人
の
ま
つ
り
と

の
関
連

で
す
で
に
し
ら
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
筆
者
の
立
場
も
は

っ
き
り
し
て
い

る
。か

ん
が
え
て
み
る
と
、
こ
の
小
論

は
か
な
り
の
冒
険
だ
。

ひ
と
こ
と
い
い
わ

け
が
ま
し
い
こ
と
を
の
べ
る
と
、
筆
者
は
イ
ン
ド
に
六
年
以
上
す
ん
で
い
た
。

イ
ソ
ド
に
な
が
く
滞
在
す
る
と
、
誇
大
妄
想
的
に
な
り
が
ち
だ
。
し
た
が

っ
て
、

た
ん
な
る
引
用
史
と
い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
方
法
論
な
ど
学
問
の
根
底

に
か
か

わ
る
よ
う
な
こ
と
を
の
べ
て
し
ま

っ
た
。

い
ち
ど
は

一
一
章
を
け
ず
ろ
う
か
と

も
お
も

っ
た
。
し
か
し
、

ワ
ー
プ

ロ
に
う
ち
こ
ん
だ
も

の
を
け
す
勇
気
は
な
か

っ
た
。
小
論
で
は
、
先
行
研
究

の
こ
ま
か

い
ま
ち
が

い
を
ず

い
ぶ
ん
指
摘
し
た
。

こ
の
小
論
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
ま
ち
が

い
が
あ
る
は
ず
だ
。
専
門
家
、
諸
先
生

方

か
ら
の
ご
指
摘
、
ご
教
示
を
ま
ち
な
が

ら
、
小
論
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

謝
辞草

稿

の
段
階
で
井
上
章

一
日
文
研
助
教
授
と
、
山
田
仁
史
京
大
院
生
か
ら
、

助
言
や
不
適
切
な
表
現

の
指
摘
を
う
け
た
。
名
を
あ
げ

て
感
謝

の
意
を
表
し
て

お
く
。

参
考

文
献

秋

本

吉

徳

(
一
九

八

二
)
「
風

土

記

の
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話

1
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概

と
問

題

点
」
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岡

耕

二

編

『
別
冊

国
文

学

日
本

神
話

必
携

』
学

燈
社

。

一
五
七

ー

一
七

一
頁

。

秋

本
吉
徳

(
一
九
九

五

)
「
中

央

と
地
方

と

の
関
係

-
地
誌

」
、

『岩
波

講
座

日
本

文

学
史
第

一
巻

・
文

学

の
誕
生

か
ら
八
世

紀

ま

で
』

一
七

五

ー

一
九

八
頁

。

秋

本
吉
郎

(
一
九

三
四

)
「
風

土
記

の
研
究

史

」
、

『
国
語

と
国
文

学
』

一
一
ー
四

日

四

一
〇

1
四
三

三
。

秋

本
吉
郎

校

注

(
一
九

五

八
)

『
日
本
古

典
文

学
大
系

風
土

記
』
岩

波
書

店
。

秋

本
吉
郎

(
一
九

六
三

)

『風

土
記

の
研

究
』

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
蛍
旦
房
。

浅

田

芳
朗

(
一
九

七
五

)

「播

磨

国
風

土

記
」
、

上

田
正

昭

編

『
風

土
記

』
社

会

思

想
社

。

一
五
五

1

一
八

四
頁

。

浅

田
芳

朗

(
一
九

八

一
)

『
図
説
播

磨

国
風
土

記

へ
の
招

待
』
柏

書

房
。

阿

部
猛

(
一
九
七

四
)

「
鉄

の
古
代

史
-

吉

野
裕

と
福
士

幸
次

郎

の
仕
事

1
」
、

『日

本
歴

史
』

三
〇

八

"
四
〇

1
五

〇
頁

。

阿

部

正
路

(
一
九

七

四
)

「中

山
太

郎
」
、

『伝

統

と
現
代

』

二
五

"
九

八
-

一
〇

四
.

鋳

方
貞

亮

(
一
九

四

三
)

「
本
邦
古

代

肥
料
考

-

人
糞
尿

肥
料

の
問

題
1

」
、

『
経
済

史
研

究
』

二
九

1
四

"
六
七

ー
八

三
。

鋳

方
貞

亮

(
一
九
四

五
)

『
日
本
古

代
家

畜
史

』

河
出
書

房
。

鋳

方

貞
亮

(
一
九
四

八
)

「
古
代
前

期

の
産
業

経
済

」
、

『新

日
本
史

講
座

[古

代
前

期

]
』
中

央
公
論

社

。

鋳

方

貞
亮

(
一
九
五

七
)

「
農
業

」
、

『
図
説

日
本

文
化
史

大
系

2

飛
鳥

時
代

』
小

学

館
。

一
四
ニ

ー

一
五

二
頁
。

井

口
樹
生

(
一
九
九

一
)

『
境
界

芸
文

伝
承

研
究

』

三
弥

井
書

店
。

池

田
三
枝

子

(
一
九

九
七

)

「
サ

ヨ
ツ
ヒ

メ
説
話

」
、

『
日
本

神
話
事

典

』
大

和
童
旦
房
.
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農耕儀礼と動物の血(下)

一
五
五
1
一
五
六
頁
。

石
川
純

一
郎

(
一
九
八
○
)
『天
竜
川
』
静
岡
新
聞
社
。

石
川
純

一
郎

(
一
九
八
二
)
「山
岳
斜
面
集
落
の
農
耕
文
化
複
合
ー
参
信
遠
地
方
の

シ
シ
マ
ッ
リ
を
中
心
に
ー
」、
『國
學
院
雜
誌
』
八
三
ー
十

一
"
二
四
六
ー
二
六

三
。

石
川
純

一
郎

(
一
九
八
三
)
「狩
人
の
生
活
と
伝
承
」、
大
林
太
良
他
編

『日
本
民

俗
文
化
大
系
五

山
民
と
海
人
11
非
平
地
民
の
生
活
と
伝
承
11
』
講
談
社
。

一

四
〇
1
一
七
二
頁
。

石
川
純

一
郎

(
一
九
九
二
)
「中
世

・
近
世

に
お
け
る
狩
座
と
狩
猟
信
仰
」、
小
山

修
三
編

『狩
猟
と
漁
労

日
本
文
化
の
源
流
を
さ
ぐ
る
』
雄
山
閣
。
二
二
六
-

二
五
四
頁
。

市
古
宙
二
責
任
編
集

(
一
九
九
〇
)
『増
訂
版

日
本
文
学
全
史

一

上
代
』
学
燈

社
。

伊
藤
幹
治

(
一
九
六
六
)
「農
業
と
日
本
神
話
」、
『歴
史
教
育
』

一
四
1
四

"
一
六

-
二
二
。

井
上
通
泰
校
訂

(
一
九
二
六
)
「播
磨
風
土
記
」、
与
謝
野
寛

・
正
宗
敦
夫

・
与
謝

野
晶
子
編

『日
本
古
典
全
集

古
風
土
記
集

下
巻
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
。

井
上
通
泰

(
一
九
三

一
)
『播
磨
風
土
記
新
考
』
大
岡
山
書
店
。

井
上
光
貞

(
一
九
八
四
)
『日
本
古
代
の
祭
祀
と
王
権
』
東
京
大
学
出
版
会
。

植
垣
節
也

(
一
九
七
二
)
『風
土
記
の
研
究
並
び
に
漢
字
索
引
』
風
間
書
房
。

植
垣
節
也
校
注

(
一
九
九
七
)
『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五

風
土
記
』
小
学
館
。

植
木
直
』
郎
校
訂

(
一
九
三
五
)
『風
土
記
集
』
大
日
本
文
庫
刊
行
会
。

上
田
正
昭

(
一
九
九
三
)
「殺
牛
馬
信
仰

の
考
察
」、
『松
前
健
教
授
古
稀
記
念

…

神
々
の
祭
祀
と
伝
承
』
同
朋
舎
。

一
九
-
三
四
頁
。

宇
野

円
空

(
一
九

四

一
)

『
マ
ラ
イ

シ
ア
に
於

け

る
稲

米
儀

礼
』
東

洋

文
庫

。

宇

野

円
空

(
一
九

四
四
)

『
マ
ラ
イ

シ
ア
に
於
け

る
稲

米
儀
礼

』

日
光
書

院

。

大
林

太

良

(
一
九

六

七
)

「
民

族

学

か
ら

見

た
日

本

人
」
、
蒲

生

正

男

・
大

林

太

良

・
村
武

精

一
編

『
文
化

人
類

学
』

角
川

書
店

。

=

二
四
-

一
四

二
頁
。

大

林

太
良

(
一
九

七

三

a
)

『稲
作

の
神

話
』

弘
文

堂
。

大

林
太

良

(
一
九

七

三
b
)

「
中
山

太
郎

論
」
、

『季

刊
柳

田
国

男
研

究
』

二

"
六
〇

ー
七

二
。

大

林
太
良

(
一
九

七
七

)

「
日
本
文

化

の
五

つ
の
源

流
ー

日
本

民
族
起

源

論

と
岡
正

雄
学
説

」
、

『歴
史

と

人
物
』

七

ー
六

二

五

八
ー

一
六
七
。

大

林

太

良

(
一
九

八
三

)

「海

と

山

に
生

き

る
人

々
1

そ

の
生
態

・
生

業

と

文

化

1
」
、

大
林

太
良

編

『
日
本

民
俗

文
化
大

系
第

五
巻

山
民

と
海

人
』

小
学
館

。

五

-
六
四
頁

。

大
林

太
良

(
一
九
九

〇
)

『
東

と
西

海

と
山
ー

日
本

の
文

化
領

域
』

小
学
館

。

大
林

太
良

・
吉

田
敦

彦
監
修

(
一
九

九
七

)

『
日
本
神

話
事

典
』

大
和

書
房

。

大

日
方
克

己

(
一
九

九

三
)

『古

代
国

家

と
年
中

行
事

』
吉

川
弘

文
館

。

岡
茂

雄

(
一
九

七

四
)

『本

屋
風

情
』

平
凡

社
。

岡
正
雄

(
一
九

五

八
)
「
日
本
文

化

の
基
礎

構
造

」
、

『
日
本

民
俗

学
大

系
第

二
巻
』

平

凡
社

。
五

-

二

一
頁
。

岡
正
雄

(
一
九

七
九
)

『異

人

そ

の
他
』

言
叢

社
。

岡
正
雄

(
一
九
九

五
)

『異

人
そ

の
他
』

岩
波

文
庫

。

岡
田
精

司

(
一
九

八

八
)

「古

代

伝

承

の
鹿
ー

大

王
祭

祀

復

元

の
試

み
ー

」
、
直

木

孝
次

郎

先
生

古

稀
記

念

会

『古

代

史
論

集

上

』
塙

書

房
。

一
二
五

-

一
五

一

頁
。

岡

田
精

司

.
西
宮

一
民

(
一
九

七
七

)

「
風
土

記

本
文

鑑

賞
」
、
直

木
孝

次

郎

・
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西
宮

一
民

・
岡

田
精

司
編

『
鑑
賞

日
本

古

典

文
学

第

二
巻

日

本
書

紀

・
風

土

記
』

角
川

書
店

。

二
九

一
1
四
〇

八
頁

。

長

田
俊

樹

(
一
九
九

五

a
)

『
ム

ソ
ダ

人

の
農

耕
文

化

と
食
事

文
化

"
民

族
言

語
学

的

考
察
ー

イ

ン
ド
文

化

・
稲

作
文

化

・
照

葉

樹
林

文

化
1

』

国
際

日
本

文

化
研

究

セ
ソ

タ
ー
。

長

田
俊
樹

(
一
九
九

五
b

)
「
ム
ン
ダ

人

の
稲
魂

観
念

に

つ
い
て
ー
イ

ソ
ド
稲

作

異

質

論

を

め
ぐ

っ
て
ー
」
、

『稲
作

技

術
と
文

化
』

一
八

"
五

一
-
七

四
。

長

田
俊
樹

(
一
九
九

七
)

「
第

三
回

オ

ー

ス
ト
ラ

リ
ア
言
語

学
講

習
会

と

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
言

語
学

界
管

見

」
、

『
東
京

外

国
語

大

学

ア
ジ

ア

・
ア

フ
リ

カ
言
語

文

化

研

究
所

通
信

』
九

〇

"
二

四

-
三
三
。

小

野
重

朗

(
一
九

六
四

)
・『南

九
州

の
柴
祭

と
打
植

祭

の
研

究
』
。
私

家

版
。

小

野

(
一
九

七
〇

)
第

二
章
参

照

。

小

野
重

朗

(
一
九

七
〇

)

『農

耕
儀
礼

の
研
究

』
弘

文
堂
。

小

野
武

夫

(
一
九

四

二
)

『
日
本
農

業
起

源
論

』
日

本
評
論

社

。

小

山

田
宏

一

(
一
九

九

七
)

「土

器
絵

画

と
銅

鐸

絵

画

の
比

較
」
、
広

瀬

和

雄

編

『
縄
紋

か
ら
弥
生

へ
の
新
歴

史
像

』
角

川
書

店
。

二

七
七

1
二
七

九
頁

。

折

口
信
夫

(
[
一
九

一
九
]

一
九

六

六
)

「
万
葉

集

辞
典

」
、

『
折

口
信

夫

全
集

第

六

巻
』

中
央

公
論

社
。

折

口
信
夫

(
[
一
九

三

〇
]

一
九

七

二
)

「
花
祭

後

篇

跋

-

一
つ

の
解

説
」
、

『早

川

孝
太
郎

全
集

第

二
巻
』

五

〇

一
ー
五

三
八
頁

。

折

口
信

夫

(
[
一
九

三

二
]

一
九
六

六
)

「
風

土
記

の
古

代

生

活
」
、

『折

口
信

夫
全

集

第

八
巻
』

中
央

公
論

社
。

一
七

五

1
二

一
六
頁
。

折

口
信

夫

(
一
九

三

五

)
「
上

世

日
本

文

学

史
」
、

『
国
語

国

文

学

講
座

第

十

五

巻

』
雄

山
閣

。

折

口
信
夫

(
一
九
七

〇

a
)

『折

口
信
夫
全

集

ノ
ー
ト
編
第

二
巻

』
中

央
公

論
社

。

折

口
信
夫

(
一
九
七

〇
b

)

『折

口
信
夫
全

集

ノ
ー
ト
編
第

十
巻

』
中

央
公

論
社

。

加
藤

九
祚

(
一
九

七
六
)

『天

の
蛇

ニ

コ
ラ
イ

・
ネ

フ
ス
キ
ー

の
生

涯
』

河
出

書

房
新
社

。

加

藤
守
雄

(
一
九
六

七

)

『
わ
が
師

・
折

口
信

夫
』
文

藝

春
秋

社
。

金

関

恕

(
一
九

八

六
)

「
呪
術

と
祭

」
、

『
岩
波

講

座

日

本

考

古

学

四

集

落

と

祭

祀
』

岩
波

書
店

。

二
六
九

-
三

〇
亠八
頁
。

亀

井

輝

一
郎

(
一
九
七

七
)

「
参

考
文

献

」
、
直

木

孝
次

郎

・
西

宮

一
民

・
岡

田
精

司
編

『鑑

賞

日
本

古

典
文

学

第

二
巻

日

本
書

紀

・
風
土

記
』

角

川
書

店

。
五

一
〇

1
五

二
九

頁
。

亀

井

孝

・
河

野
六

郎

・
千

野
栄

一
編

(
一
九

八

六

-

一
九

九

五
)

『
言

語

学
大

事

典

』
全

六
巻
。

三
省

堂
。

川
添

登

(
=

九

六
〇

]

一
九
七

九
)

『
民

と
神

の
す

ま

い
』

講
談

社
学

術
文
庫

。

神

田
典
城

(
一
九
九

二
)

『
日
本

神
話

論
考

出

雲
神
話

篇

』
笠

間
書
院

。

木
村

靖

二

(
一
九
三

二

a
)

「原

始
社

会

の
経
済

生
活

と
農

業
」
、

『経

済
史

研
究
』

八
-

二

"
二
八

-
四
五

。

木
村

靖

二

(
一
九

三

二
b

)

『
原
始

日
本
生

産
史

論
』

白
揚

社
。

木
村

靖

二

(
一
九

四
八
)

『古

代
農
村

社
会

経
済

史
』

木
村

靖

二

(
一
九

六
三
)

『原

始

の
農

耕

文
化
』

日
本

農
業

新
聞

。

木

村
靖

二

(
一
九

六
七
)

『原

始

の
農

耕

文
化

増
補

版
』

日
本

農
業

新
聞

。

金

田

=
尽
助

(
一
九

五

八
)
「
中

山

太

郎

翁

の
こ

と
」
、

『
日
本

民

俗

学

大

系

第

三

巻
』

平
凡

社
。

三

四
三

1
三

四
四
頁
。

倉

塚
曄

子

(
一
九

六

二
)

「女

神

に
関

す

る
覚

書
ー

播
磨

風
土

記

の
世
界

1
」
、

『都

大
論

究
』

二

"

一
-

一
八
。
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農耕儀礼と動物の血(下)

倉
野
憲
司

(
一
九
二
九
)
「播
磨
風
土
記
の
研
究
」、
『古
代
文
学
研
究
』
岡
村
書
店
。

一
-

一
七
四
頁
。

倉
野
憲
司

(
一
九
三
三
)
「風
土
記
研
究
」
、
『上
代
日
本
文
学
講
座
第
四
巻
』
八
五

-

一
一
九
頁
。

倉
野
憲
司
訳

(
一
九
六
六
)
「風
土
記
」、
『古
典
日
本
文
学
全
集

一

古
事
記

.
風

土
記

・
日
本
霊
異
記

・
古
代
歌
謡
』
筑
摩
書
房
。

一
〇
七
ー

一
五
〇
頁
。

栗
田
寛
注
釈

(
一
八
九
九
)
『標
註
古
風
土
記
』
大
日
本
図
書
。

栗
原
朋
信

(
一
九
七
八
)
「犠
牲
礼
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
『上
代
日
本
対
外
関
係

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
。

古
事
記
学
会
編

(
一
九
八
六
)
『古
事
記
研
究
文
献
目
録

雑
誌
論
文
篇
』
国
書
刊

行
会
。

古
事
記
学
会
編

(
一
九
九
二
)
『古
事
記
研
究
文
献
目
録

単
行
書
篇
』
国
書
刊
行

会
。

小
林
行
雄

(
一
九
五
九
)
『古
墳
の
話
』
岩
波
新
書
コ

小
松
和
彦

(
一
九
七
七
)
「日
本
神
話
に
お
け
る
占
有
儀
礼
」、
『講
座
日
本
の
神
話

七

日
本
神
話
と
祭
祀
』
有
精
堂
。

=

七
-

一
四
〇
頁
。

佐
伯
有
清

(
一
九
六
七
)
『牛
と
古
代
人

の
生
活
ー
近
代
に
つ
な
が
る
牛
殺
し
の
習

俗
i
』
至
文
堂
。

佐
久
間
惇

一

(
一
九
八
五
)
『狩
猟
の
民
俗
』
岩
崎
美
術
社
。

桜
井
徳
太
郎

([
一
九
六
二
]

一
九
八
八
)
「講
集
団
成
立
過
程
の
研
究
」、
『桜
井

徳
太
郎
著
作
集
第

一
巻
』
吉
川
弘
文
館
。

桜
井
秀
雄

(
一
九
九
二
)
「殺
牛
馬
信
仰

に
関
す
る
文
献
史
料

の
再
検
討
」、
『信

濃
』
四
四
-
四

一
六
〇
ー
七
八
。

笹
生
衛

(
一
九
八
四
)
「古
代
動
物
供
犠
と
そ
の
背
景
」、
『神
道
宗
教
』

一
一
四

"

七
七

-
九

七
。

佐

々
木

高
明

(
一
九
七

一
)

『
稲
作

以
前

』

N
H

K
ブ

ッ
ク

ス
。

佐

々
木

高

明

(
一
九

八

二
)

『
照
葉

樹
林

文
化

へ
の
道
』

N

H
K
ブ

ッ
ク

ス
。

佐

々
木

高

明

(
一
九

八
五
)

「
狩

り

・
死
と
生

の
お
り

な
す
非

日
常

の
世

界
-

焼
畑

農
耕

民
社

会

に
お

け

る
狩

猟

の
象
徴

的
意

味
」
、
石

川
栄
吉

・
岩

田
慶

治

・
佐

々

木
高

明

編

『生

と

死

の
人
類
学

』
講

談
社

。

二

二
七

-
二
五

一
頁
。

佐
佐

木
信

綱

(
一
九

三
五

)

『上

代
文

学
史

上

巻
』

東
京
堂

。

佐
原

眞

(
一
九

七
三

)

「銅

鐸

の
絵
物

語
1

土

と
石

の
文
学

」
、

『
国
文

学
』

一
八
-

三

"
四
五

ー
五

三
。

佐
原

眞

・
春

成

秀
爾

(
一
九

九

七
)

「
対
論

・
銅
鐸

の
絵

を
ど

う
読

み
解

く

か
」
、

国

立

歴
史

民

俗
博

物
館

編

『歴

博

フ

ォ
ー

ラ

ム
銅
鐸

の
絵

を
読

み
解

く

』
小

学

館

。

一
三

一
-

一
八

二
頁
。

椎

野
若

菜

(
一
九

九
五

)
「
古

代

日
本

の
供
犠

に
関
す

る

一
考

察
」
、
佐

伯
有

清

先

生

古

稀

記
念

会

編

『
日
本

古

代

の
祭
祀

と
仏

教
』
吉

川

弘

文
館

。

四

一
-
九

二

頁

。

下

出
積

与

(
一
九

七

二
)

『
日
本
古

代

の
神
祗

と
道

教
』

吉
川

弘
文

館
。

白

石
昭

臣

(
一
九
八

八
)

『畑

作

の
民
俗

』
雄

山
閣

。

杉

山

晃

一

(
一
九

六

〇
)

「
二
農

耕
儀

礼

A
米

」
、
泉

靖

一

・
中

根
千

枝

編

『現

代
文

化

人
類

学
第

三
巻

人
間

の
社

会

H
』
中

山
書

店
。

二

三
〇

ー
二
六

七
頁

。

鈴
木
重

胤
著

・
秋
野
庸

彦
校

訂

(
一
九

一
二
)

『
日
本
書

紀

伝

六
』

國
學
院

大
學

皇
典

講
究

所

発
行
図

書

販
売
所

。

鈴
木

英
夫

(
一
九

八
八
)

『
稲

の
道

・
歌

の
道
ー

雲
南

に
歌

垣

の

ル
ー

ツ
を

も
と

め

て
ー
』

本
阿

弥
書
店

。

住

谷

一
彦

(
一
九
七

九
)

「
岡

正
雄

『古

日
本

の
文

化
層

』
1

或

る
素

描
ー

」
、

岡
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正

雄

『
異
人

そ

の
他
』

言
叢

社
。

四
三

二

ー
四
五

二
頁
。

瀧
音

能
之

(
一
九
九

一
)

「
風
土

記

の
呪
的

世
界

」
、

『
月
刊

歴
史

手
帖

』

一
九

ー
九

"
四

-
九
。

瀧
音
能

之

(
一
九
九

二
)

『
風
土

記
説

話

の
古
代
史

』

桜
楓
社

。

高

橋

俊

彦

(
一
九

四

二
)

「
神

話

の
風

土

現

象

ー
播

磨

風

土

記

の
神

話

1
」
、

『文

学
』

一
〇

1

一

一
八

ー
二

二
。

高

橋

六

二

(
一
九

九

三
)

「農

耕

と
自

然

」
、
古

橋

信
孝

・
三
浦

佑

之

・
森

朝
男

編

『古

代
文

学
講
座

二

自
然

と
技

術
』

勉
誠

社
。

八

五

-
九

九
頁

。

武

田
祐

吉
編

(
一
九

三
七
)

『
風
土

記
』

岩
波

文
庫

。

武

田
祐

吉

(
[
一
九

四

〇

ー

一
九

四
二
]

一
九

七

三
)

「
風

土
記

」
、

『武

田
祐

吉

著

作
集

第

四
巻

古

事

記

・
風
土
記

篇
』

角
川

書
店

。

二
九

一
ー
三
五

三
頁
。

武

田
祐
吉

(
一
九

四

二
)

『神

・
人

・
自

然
』

八
雲
書

林
。

武

田
祐
吉

編

(
一
九
五

七
)

『
日
本
古

典

鑑
賞

講
座

古
事

記

・
風
土

記

・
記
紀

歌

謡
』
角

川
書

店
。

竹

村

卓

二

(
一
九

七

九
)

「
山

の
神

-
種

族

文

化

と

の
比

較

か
ら
」
、
松

前

健

編

『
講
座

日
本

の
古
代

信
仰

二

神

々

の
誕
生
』

学
生

社
。

一
一
〇

1

=
二
七
頁

。

辰

巳
和

弘

(
」
九
九

六
)

「
弥

生
絵

画

と
神

話

の
世

界

」
、
香

芝
市

二
上
山

博

物
館

編

『弥

生
人

の
鳥

獣
戯

画
』

雄
山

閣
。

二
三

-
四

一
頁
。

田
中

真

吾

・
松

下

ま
り

子

(
一
九

九

四
)

「
風

土
記

時

代

の
自
然

環

境
」
、

櫃

本
誠

一
編

『
風
土

記

の
考

古

学

2

播

磨

国
風

土

記

の
巻
』

同

成
社

。

二
五

-
六

八

頁

。

田
中
卓

校

注

(
一
九

九
四

)

『神

道
大

系

古

曲
ハ編
七

風

土
記
』

神
道

大
系

編
纂

会
。

谷
川

健

一

([
一
九

七

五
]

一
九

八
○
)

「
神

・
人

間

・
動

物
」
、

『谷

川

健

一
著

作

集
第

一
巻

』

三

一
書

房
。

一
八

一
-
三
六

一
頁

。

千

葉
徳

爾

(
一
九

六

三
)

「
日
向
東

米
良

の
狩

猟
伝

承
」
、

『日

本
民

俗
学

会
報

』

三

〇

"
二
〇

1

二
五
。

千

葉
徳

爾

(
一
九

六
九

)

『狩

猟
伝

承
研

究
』

風
間

書
房

。

千

葉
徳

爾

(
一
九

七

一
)

『続

狩
猟

伝
承

研
究

』
風

間
壼
旦
房
。

千

葉

徳

爾

(
一
九

七

四
)
「
早

川

さ

ん
と
狩

猟

伝

承

」
、

『
早
川

孝

太

郎

全

集

第

四

巻

』
未

来
社

。

五
〇

五

-
五

二
四
頁
。

千
葉

徳
爾

(
一
九

七
五
)

『狩

猟
伝

承
』

法
政
大

学
出

版
局

。

千
葉

徳
爾

(
一
九

七
七
)

『
狩

猟
伝

承
研
究

後

篇
』

風
間

書
房

。

千
葉

徳
爾

(
一
九

八
六
)

『
狩
猟

伝

承
研
究

総

括
編

』
風

間
圭
旦
房
。

千
葉

徳
爾

(
一
九
九

〇
)

『
狩
猟

伝
承

研
究

補

遺
篇

』
風

間
書

房
。

千
葉

徳
爾

(
一
九
九

二
)

「
日
本

の
狩

猟
者

と

そ

の
行

動
1

と
く

に
農
耕

と

の
か
か

わ

り

に

つ
い

て
ー
」
、
小

山
修

三
編

『狩

猟

と
漁
猟

日

本
文
化

の
源
流

を
さ

ぐ

る
』
雄

山
閣

。

二
四
〇

1

二
五
四
頁

。

千

葉
徳

爾

(
一
九
九

七
)

『
狩
猟

伝
承

研
究

再
考

篇
』

風
間

書
房

。

塚
本
哲

三
編

(
一
九

一
八
)

『古
事

記

全

・
祝
詞

全

・
風

土
記

全

』
友

朋
堂

。

土

橋
寛

(
一
九

六
八
)

『
古

代
歌
謡

の
世
界
』

塙
書

房
。

土

肥
孝

(
一
九

八
四
)

「
日
本

古
代

に
お
け

る
犠
牲

馬
」
、

『文

化
財

論
叢

』
同

朋
舎

。

鳥

越
憲

三
郎

(
一
九

八
五
)

『
倭
族

か
ら
日
本

人

へ
』
弘

文
堂

。

鳥

越
憲

三
郎

(
一
九
九

五
)

『
稲
作

儀
礼

と
首

狩

り
』
雄

山
閣

。

ナ
ゥ

マ
ソ
、

ネ

リ

ー
、

野
村
伸

一
・
檜
枝

陽

一
郎

訳

(
一
九

九
四
)

『山

の
神
』

言

叢
社

。

(
ロ
㊤
①
ρ

一
㊤
①
出

網
9
日
。。
嵩
o

冨

B
乙

δ

す
冨

巳
ω
魯

Φ

しu
臼
ひq
αq
o
算
げ
Φ
貫

》
ω
冨
昌
国
巴
匹
o
お

ω
ε
9
Φ
ω
譴

…
H
ω
ω
-
。。
①
①
b

。。
-
悼
…
ら
○。
山

8
)

直
木

孝
次

郎

・
西
宮

一
民

・
岡
田
精

司
編

(
一
九

七
七
)

『
鑑
賞

日
本

古
典

文
学

第
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農耕儀礼と動物の血(下)

二
巻

日
本

書
紀

・
風

土
記

』
角

川
書

店
。

中

尾
佐
助

(
一
九

六
六
)

『栽

培
植
物

の
起

源
』

岩
波

新
書

。

中
島

河
太

郎

(
一
九

八

五
)

「中

山

太
郎
伝

」
、

『
和

洋
女

子
大
学

学
部

創
設

三
十

五

周
年
記

念
論

文
集

』

一
〇

七

-

一
二
四
頁
。

中

西
進
編

(
一
九
九

〇
)

『日
本

文

学
新
史

〈
古

代

1
>
』

至
文

堂
。

中

村
慎

一

(
一
九
九

九
)

「
農

業

の
祭

り
」
、

金

関
恕

・
佐
原

眞

編

『古

代

史

の
論

点

5

神

と
祭

り
』
小

学
館

。

八
五

-

一
一
〇
頁

。

中

山
太

郎

(
[
一
九

二
〇

]

一
九

七
七

)
「
砂

撒
き

」
、

『
日
本

民

俗
学

②

』
大

和

書

房

。

三
三

-
五

五
頁
。

中

山
太
郎

(駒

込
林

二
)

(
[
一
九

二
五
]

一
九

七

七
)

「動

物

を
犠
牲

に
す

る
土

俗

(
H
動
物

犠

牲
考

)
」
、

『
日
本

民
俗

学
①

』
大

和
書

房
。

二
七

三

-
二
九

六
頁

。

中
山
太
郎

(
一
九
二
六
)

中
山
太
郎

(
一
九
二
九
)

中
山
太
郎

(
一
九
三
〇
)

中
山
太
郎

(
一
九
四
二
)

中
山
太
郎

(
一
九
四
三
)

中
山
泰
昌
編

西
宮

一
民
校
注

西
宮
紘

(
一
九
九
三
)

西
本
豊
弘

(
一
九
九

一

一
二

西
本
豊
弘

報
土
口』
三
六

n
(
一
九

二
七
)

壽

詞

・
宣
命

・
高

橋
氏

文

・
日
本

書
紀

神
代

巻
』

(
一
九

八
五

)

『
鬼
神

の
世

紀
』

一
四

1

=

二
二
。

(
一
九

九

一
b
)

一
七

五

-

一

『
日
本

民

俗
志
』

総

葉
社
書

店
。

「
風

土
記

の
考
察

」
、

『
神
道

講
座

』

原
書
房

。

『
日
本

巫

女
史
』

大

岡
山
書

店
。

『戦
争

と

生
活

の
歴
史

』

弘
学
社

。

『信

仰

と
民
俗
』

三
笠

圭
旦
房
。

『校

註

日
本
文

学
大

系

古
事

記

・
風

土
記

・
祝
詞

・

誠
文

堂
。

『古

語
拾
遺

』

岩
波

文
庫
。

工
作
舎

。

a
)

「
縄
文

時
代

の

シ
カ

・
イ

ノ

シ

シ
狩

猟

」
、

『古

代
』

九

「
弥
生

時
代

の
ブ

タ
」
、

『国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
研

究

八
九

。

西
本
豊

弘

(
一
九
九

五
)

「
縄
文

人

と
弥
生

人

の
動
物
観

」
、

『国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
研

究
報

告

』
六

一

"
七
三

-
八

六
。

ネ

フ
ス
キ

ー
、

ニ
コ
ラ
イ

(
[
一
九

一
八
]

一
九

七

一
)

「農

業

に
関

す

る
血
液

の

土
俗

」
、

岡
正

雄
編

『月

と
不

死
』

東
洋

文
庫

。
平

凡
社

。

二
〇

1
二
五
頁

。

野

口
隆

(
一
九

九

二
)

『古

代
日

本

の
思
考
様

式

記
紀

風

土
記

の
神
話

社
会

学
的

研
究

』
葦

鞏
旦
房
。

野
本
寛

一

(
一
九

八
四
)

『
焼
畑

民
俗

文
化
論

』

雄
山

閣
。

野
本
寛

一

(
一
九

八
七
)

『
生
態

民
俗

学
序

説
』

白
水
社

。

野
本

寛

一

(
一
九

九

五
)

「
日
本

人

の
動

物

観

の
変

遷
ー

鹿

を

め
ぐ

る
葛

藤

」
、

河

合

雅
雄

・
埴
原

和

郎
編

『講

座

文

明

と
環
境

第

八
巻

動

物

と
文

明
』

朝
倉

書

店
。

一
一
九

1

=
二
四
。

野
本

寛

一

(
一
九

九

六
)

「
民
俗

か
ら

み

た
弥
生

絵

画
」
、

香

芝
市

二
上
山

博
物

館

編

『弥
生

人

の
鳥
獣

戯

画
』
雄

山
閣

。

四

ニ
ー
六

一
頁
。

萩

原
秀

三
郎

(
一
九

八
七

)

『稲

を
伝

え

た
民
族

-
苗
族

と

江
南

の
民
族

文
化

』
雄

山

閣
。

橋

浦
泰

雄

(
一
九
七

三
)

「
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
柳

田
国
男

と

の
出
会

い
」
、

『柳

田
国
男

研
究

』

二

"
九

八
-

一
二
六
。

橋
本
裕

行

(
一
九

八
七
)

「
弥
生

土
器

の
絵

」
、

『
季
刊
考

古

学
』

一
九

"
六

五

-
六

九
。

橋

本

裕
行

(
一
九

八

九
)

「
弥
生

時

代

の
絵

物
語

」
、

工
楽

善

通
編

『古

代

史
復

元

5

弥
生

人

の
造

形
』

講
談
社

。

橋

本
裕

行

(
一
九
九

四
)

「
弥
生
絵

画

に
内
在

す

る
象
徴

性

に

つ
い
て
」
、

『
日
本
美

術
全

集

一

原
始

の
造

形
』
講

談
社

。

一
六

八

ー

一
七

五
頁
。

浜
田
泰

子

(
一
九
九

二
)

「南

島

の
動

物
供
犠

…

…
境

界
祭
祀

シ

マ
ク
サ

ラ

ン
を
中
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.
心

に
」
、
赤

坂

憲
雄
編

『叢

書
史

層

を
掘

る

W

供
犠

の
深

層

へ
』
新

曜
社

。

二

一
五

-
二
四

八
頁
。

早

川

孝

太
郎

(
[
一
九

二
七

a
]

一
九

八
八
)

「
鍬

柄
祭

と
初

午

の
種

取

り
」
、

『早

川
孝

太
郎

全
集

第
十

巻

食

と
儀

礼

伝
承

』
未

来
社
。

四

五
七

-

四
五
九
頁

。

早

川

孝
太

郎

(
[
一
九

二
七

b
]

一
九
七

四
)

「
参

遠
山

村

手
記

」
、

『
早

川
孝

太

郎

全
集

第

四
巻

山
村

の
民

俗

と
動
物

』
未
来

社

。
三

三
三

⊥

二
五
三
頁

。

早

川

孝
太

郎

(
[
一
九

三
〇

]

一
九

七

二
)
「
花

祭

後
篇

」
、

『
早

川
孝

太
郎

全

集

第

二
巻

民

俗
芸

能

二
』
未
来

社
。

一
-
五

三
八
頁

。

早

川
孝

太

郎

(
[
一
九

四

二

a
]

一
九

八
二
)

「
農

と
祭

」
、

『
早
川

孝

太
郎

全

集

第

八
巻

案

山
子

の
こ
と

か
ら
』
未

来
社

。

一
三

ー

一
九

八
頁

。

早

川
孝

太

郎

(
口

九

四

二
b
]

一
九

七

三
)

「
農

と
能

」
、

『
早
川

孝

太
郎

全

集

第

三
巻

芸
能

と

口
承
文

芸
』

未
来

社
。

九

四

-

一

一
二
頁
。

原

田
信

男

(
一
九

九
三

)

『歴
史

の
な

か

の
米

と
肉

』
平

凡
社

。

春

成
秀

爾

(
一
九
九

一
)
「
角

の
な

い
鹿

1
弥

生
時

代

の
農

耕

儀
礼

1

」
、
高

倉

洋

彰

編

『横

山
浩

一
先
生

退
官

記

念

論
文

集

H

日
本

に
お
け

る
初

期

弥
生

文

化

の
成
立

』
横

山

浩

一
退

官
記

念
事

業
会

。

四
四

ニ
ー

四
八

一
頁
。

春
成

秀
爾

(
一
九

九
三
)

「
豚

の
下

顎
骨

懸
架
ー

弥
生

時
代

に
お
け

る
僻
邪

の
習

俗

1
」
、

『国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
研

究
報

告
』

五
〇

u
七

一
-

一
四
〇
。

檜
枝

陽

一
郎

(
一
九
九

四
)

「焼

畑
文

化
論

再
考

1

『
山

の
神
』

の
評

価

を

め
ぐ

っ

て
」
、

ネ

リ

ー

・
ナ
ウ

マ
ン
、

檜
枝

・
野
村
訳

『山

の
神

』
言

叢
社

。

四
三

八
-

四
六

二
頁
。

肥
後

和
男

(
一
九

四
三
)

『風

土
記
抄

』
。

弘
文

堂
。

久
松

潜

一
校
註

(
一
九

六
〇
)

『風
土

記

上
』

朝

日
新
聞

社
。

櫃
本

誠

一
編

(
一
九
九

四
)

『風

土
記

の
考

古
学

二

播
磨

国
風

土
記

の
巻

』
同

成
.

社

。

平
林

章
仁

(
一
九

八
八
)

「
描

か
れ

た
鹿
-

鹿

は
何

を
表
彰

し

た

か
ー

」
、

『
龍
谷

史

談

』

九

一
"

一
八

-
三
九
。

古
橋

信
孝

編

二

九

八
六

)

『
日
本
文

芸
史

第

一
巻

古
代

1
』

河
出

書
房

新
社

。

フ
レ
イ

ザ

ー
、

ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
G
。

折
島

正
司

・
黒
瀬

恭

子
訳

(
一
九

八
六
)

『
王

権

の
呪

術
的

起
源

』
思

索
社

。

益

田
勝
実

(
一
九
七

七
)

「
日
本

神
話

に
お
け

る
外
在

と
内

在
1

日
本
神

話

論

に
お

け

る
始

原

と
展
開

」
、

『
国
文
学

解

釈
と
鑑

賞
』

四

ニ

ー

一
〇

"
六

-

一
五
。

増

田
精

一

(
一
九
七

七
)

「
埴
輪

と
神

話
」
、

『国

文
学
解

釈

と
鑑
賞

』

四

ニ
ー

一
〇

"
九
六

-

一
〇

四
。

松

井

章

(
一
九

九
五

)
「
古

代

・
中
世

の
村
落

に
お
け

る
動
物

祭
祀

」
、

『
国
立

歴
史

民

俗
博
物

館

研
究
報

告
』

六

一

"
五
五

1
六
九

。

松

岡

静
雄

(
一
九

二
七
)

『
播
磨

風
土

記
物

語
』

刀
江
書

院

。

松

村

武
雄

(
一
九

四
七
)

「
民
族

学
上

よ

り
見

た
る
播
磨

風

土
記
-

上
代

農
耕

民

の

生

活
を
中

心

と

し

て
ー
」
、

『民

族
学

研
究

』

一
ニ
ー
四

"

一
ー

二
一二
。

松

村
武

雄

(
一
九
五

八
)

『
日
本
神

話

の
研
究

第

四
巻
-

総
合

研
究

篇
1

』
培

風
館

。

松

本

信
広

(
一
九
五
九

)

「
稲
作

の
問

題
」
、

『
日
本

民
俗

学
大

系

一
二
巻

』
平

凡
社

。

一
九

一
ー

二
〇
七
頁

。

三
浦
佑

之

(
一
九
九

二
)

「
イ

ケ

ニ

へ
譚

の
発
生

…
一:
縄

文

と
弥
生

の
は
ざ

ま

に
」
、

赤

坂
憲

雄

編

『叢

書

史
層

を
掘

る

W

供

犠

の
深

層

へ
』
新

曜

社
。

一
〇

三

-

一
三

八
頁

。

三
谷
栄

一

(
一
九

六
〇

)

『
日
本
文

学

の
民
俗

学
的

研
究

』
有

精
堂

。

宮

崎
市

定

(
一
九

七
九

)

『史

記

を
語

る
』
岩

波
新

書
。

村

崎
真

智

子

(
一
九
九

三
)

『阿
蘇

神
社

祭
祀

の
研

究
』

法
政

大
学

出
版

局
。
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農耕儀礼と動物の血(下)

守

屋
俊

彦

(
一
九

七
九
)

「
地

方

の
神

々
」
、

土
橋

寛

編

『
講
座

日
本

の
古

代

信

仰

四

呪
と
文

学
』

学
生

社
。

一
〇

八

1

=
二
〇
頁

。

柳

田
国

男

(
[
一
九

四

二
]

一
九

六
九

)

「
日
本

の
祭

」
、

『
定

本
柳

田

国
男

集

第

十

巻

』
筑

摩
書

房
。

一
五
三

1
三

一
四
頁

。

柳

田

国
男

(
ロ

九

五

八
]

一
九

七

一
)

「故

郷

七

〇
年

」
、

『
定
本

柳

田

国
男

集

別

巻
第

三
』

筑
摩
書

房
。

一
-
四

二

一
頁

。

山

上
伊

豆
母

(
一
九
六

九
)

『
神
話

の
原

像
』

岩
崎

美
術

社
。

山

下

欣

一

(
一
九

八

二
)

「南

島

の
動

物

供
犠

ー

文
化

人

類
学

的

視
点

か
ら
ー

」
、

『
國
學

院
雜

誌
』

八
三

-

一

一
"
二
三

二
ー
二

四
五
。

山

田
隆

治

(
一
九

六
九

)

『
ム
ン
ダ
族

の
農
耕

文
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